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『
蒙
求
和
歌
』
第
三
類
本

本
文
〈
二
〉

―
恋
部
か
ら
述
懐
部
ま
で

―

阿

尾

あ

す

か
・
小

山

順

子
・
竹

島

一

希
・
蔦

清

行

中

島

真

理
・
濵

中

祐

子
・
森

田

貴

之
・
山

中

延

之

は
じ
め
に

本
稿
は
、
本
誌
前
々
号
（
『
京
都
大
学
國
文
學
論
叢
』
二
十
七
号
（
二

〇
一
二
年
三
月
発
行
）
）
掲
載
の
「
『
蒙
求
和
歌
』
第
三
類
本

本
文
〈
一
〉

―
四
季
部

―
」
の
続
稿
で
あ
る
。

前
稿
で
も
底
本
と
し
て
使
用
し
た
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
『
蒙
求
和

歌
』
の
原
本
を
実
見
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
以
下
に
略
書
誌
を
記
す
。

【
書
誌
】
『
蒙
求
和
歌
』
写
本
二
冊
（
所
蔵
番
号142

）

本
書
は
、
現
在
賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
今
井
似
閑
本

の
伝
写
本
で
あ
り
、
毛
利
藩
の
藩
校
明
倫
館
の
開
設
に
あ
た
っ
て
、
今
井

似
閑
が
所
蔵
す
る
典
籍
類
を
借
り
受
け
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
ご
ろ

ま
で
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

原
装
（
上
下
と
も
縦25.5

×

横20.5

糎
）
、
焦
茶
色
表
紙
、
楮
紙
袋
綴
、

表
紙
左
肩
の
原
題
簽
に
「
蒙
求
和
謌
上

」
（
上
巻
）
「
蒙
求
和
謌
下

」
（
下

巻
）
と
書
す
。
上
下
巻
と
も
墨
筆
に
よ
る
「
辰
九
十
」
と
打
付
け
書
あ
り
。

上
巻
の
み
朱
筆
に
よ
る
「
八
門
乙
の
六
」
と
打
付
書
き
も
あ
り
。
遊
紙
一

丁
、
本
文
は
、
二
丁
オ
モ
テ
よ
り
始
め
る
。
二
丁
オ
モ
テ
上
部
に
は
「
明

倫
館
印
」
の
蔵
印
お
よ
び
「
安
政
七
改
」
「
明
治
十
四
年
改
」
の
調
査
印

を
捺
し
、
巻
末
の
遊
紙
ウ
ラ
中
央
に
も
「
嘉
永
三
改
」
の
調
査
印
を
捺
す
。

下
巻
の
み
最
終
丁
ウ
ラ
末
尾
に
「
蒙
求
和
歌
畢
」
と
あ
り
、
巻
末
の
遊
紙

ウ
ラ
に
「
権
中
納
言
花
押

」
と
の
墨
書
あ
り
。
こ
れ
ら
は
原
本
の
三
手
文

庫
本
に
も
存
し
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
承
け
た
も
の
で
あ
る
。

本
文
は
一
面
十
行
、
漢
字
平
仮
名
交
に
て
書
す
。
巻
七
ま
で
を
上
巻
に
、

巻
八
以
降
を
下
巻
に
収
録
す
る
が
、
巻
が
移
る
箇
所
で
は
丁
を
改
め
、
次

丁
オ
モ
テ
一
行
目
よ
り
「
蒙
求
和
歌
第
二
」
の
よ
う
に
記
す
。
本
文
に
は

朱
筆
に
よ
る
注
が
施
さ
れ
て
お
り
、
『
明
倫
館
国
書
分
類
目
録

付

今
井

似
閑
本
目
録
』
（
山
口
大
学
人
文
学
部
典
籍
調
査
班
・
平
成
四
年
）
所
収

「
今
井
似
閑
本
の
解
説
」
に
よ
れ
ば
、
山
口
図
書
館
現
蔵
の
今
井
似
閑
本

の
書
写
は
「
書
写
は
数
人
の
能
筆
家
の
手
に
な
り
、
和
歌
・
和
文
は
草
書

体
、
漢
文
は
楷
書
体
で
写
さ
れ
、
朱
墨
注
・
考
異
・
訓
点
・
奥
書
等
の
全

て
が
原
本
と
同
一
に
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
試
み
に
、
国
文
学
研
究
資

料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
に
よ
り
三
手
文
庫
蔵
今
井
似
閑
本
『
蒙
求
和
歌
』

と
比
較
し
た
が
、
注
記
等
に
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
差
異
も
見
ら
れ
る
。
ま

た
山
口
図
書
館
蔵
今
井
似
閑
本
は
、
他
の
典
籍
も
ほ
ぼ
同
じ
体
裁
で
書
写

さ
れ
て
お
り
、
一
丁
の
行
数
な
ど
は
原
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
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山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
今
井
似
閑
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
石
川
卓

美
「
長
藩
明
倫
館
の
今
井
似
閑
本
傳
寫
に
就
い
て
」『
防
長
史
学
』
七-

二

（
昭
和
十
一
年
十
二
月
）
、
「
防
長
に
傳
わ
る
契
沖
資
料
今
井
似
閑
本
目
録

・
解
説
」
『
山
口
図
書
館
叢
刊
』
第
三
冊
（
山
口
県
立
山
口
図
書
館
・
昭

和
三
十
一
年
十
一
月
）
お
よ
び
『
明
倫
館
国
書
分
類
目
録

付

今
井
似
閑

本
目
録
』
（
山
口
大
学
人
文
学
部
典
籍
調
査
班
・
平
成
四
年
）
掲
載
の
解

説
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
凡
例
】

一
、
底
本
は
第
三
類
本
に
分
類
さ
れ
る
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
『
蒙
求

和
歌
』（
所
蔵
番
号142

）
を
使
用
し
た
。

二
、
翻
刻
凡
例

・
翻
刻
は
底
本
ま
ま
を
原
則
と
し
、
合
符
以
外
は
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

・
濁
点
、
句
読
点
を
私
に
付
し
、
漢
字
は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。

・
見
セ
消
チ
前
の
本
文
は
〈

〉
内
に
記
し
、
そ
の
右
に
訂
正
後
の
本

文
を
傍
記
し
た
。

・
底
本
の
頭
注
は
【
頭
注

】
の
よ
う
に
注
記
し
、
和
歌
の
あ
と
に
掲

1

げ
た
。
割
注
お
よ
び
傍
記
も
複
雑
な
場
合
は
、
【
割
注
】
・
【
傍
記
】

の
よ
う
に
注
記
し
、
あ
と
に
掲
げ
た
。

・
ル
ビ
の
訓
点
は
（

）
内
、
ル
ビ
の
ル
ビ
は
〔

〕
内
に
記
し
た
。

頭
注
・
割
注
内
も
こ
れ
に
準
じ
た
。
左
ル
ビ
は
（
左
：
）
と
し
た
。

・
判
読
不
能
な
箇
所
は
、
□
を
記
し
、
推
定
本
文
を
（

）
内
に
傍
記

し
た
。

三
、
読
者
の
便
を
考
慮
し
て
、
以
下
の
処
理
を
施
し
た
。

・
各
段
の
冒
頭
に
、
通
し
番
号
と
蒙
求
標
題
（
明
治
書
院
新
釈
漢
文
大

系
『
蒙
求

上
・
下
』
に
よ
る
）
を
掲
げ
、
同
蒙
求
標
題
番
号
（
〈
三

〇
〉
の
よ
う
に
記
す
）
を
補
っ
た
。

・
和
歌
は
、
一
類
本
（
平
仮
名
本
）
由
来
の
も
の
に
は
、（
平

）
、
二

1

類
本
（
片
仮
名
本
）
由
来
の
も
の
に
は
、
（
片

）
の
よ
う
に
、
そ

1

れ
ぞ
れ
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
歌
番
号
を
付
し
た
。
完
全
に
は
本
文

が
一
致
し
な
い
場
合
、
（
（
片

）
）
の
よ
う
に
記
し
た
。

1

四
、【
校
異
】
と
し
て
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
徳
平
文
庫
蔵
本
（
国

文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
（
ヤ

-
-

、C3700

）

3
6
4

に
拠
る
）
と
の
対
校
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
本
文
に
お
け
る
有
意
の

異
同
の
み
を
注
記
し
た
。

五
、
翻
刻
・
校
異
は
次
の
よ
う
な
分
担
で
行
っ
た
。

…
…
…
…
…
…
…

阿
尾
あ
す
か

～
72

80

…
…
…
…
…
…
…
…

小
山
順
子

～
81

90

…
…
…
…
…
…
…
…

竹
島
一
希

～
91

100

…
…
…
…
…
…
…
…
…

蔦
清
行

～
101

110

…
…
…
…
…
…
…
…

中
島
真
理

～
111

120

…
…
…
…
…
…
…
…

濵
中
祐
子

～
121

130

…
…
…
…
…
…
…
…

森
田
貴
之

～
131

140

…
…
…
…
…
…
…
…

山
中
延
之

～
141

150

担
当
箇
所
は
相
互
に
点
検
を
実
施
し
た
。
従
っ
て
、
翻
刻
・
校
異
に

つ
い
て
は
、
執
筆
者
全
員
が
そ
の
責
を
負
う
も
の
で
あ
る
。

本
文
と
校
異
（
前
々
号
続
き
）

蒙
求
倭
歌

第
五

恋
部
廿
首

紀
瞻
出
妓

宿
瘤
採
桑

詰
紛
（
一
）

興
魏

汾
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楚
荘
絶
纓

無
塩
如
漆

文
君
当
壚

雍
伯
種
玉

盧
充
幽
婚

衛
后
髪
鬢
（
二
）

鬒

飛
鷰
体
軽

班
女
辞
輦

馮
媛
当
熊

董
永
自
売

買
妻
恥
醮

龐
倹
鑿
井

陳
平
多
轍

孟
光
荊
釵
（
三
）

韓
寿
窃
香

斉
后
破
環

宋
女
愈
（
四
）

謹

【
校
異
】

（
一
）
紛

―
汾
〈
岸
〉

汾

（
二
）
鬢

―
鬢
〈
岸
〉

鬒

（
三
）
釵

―
叙
〈
岸
〉

（
四
）
愈

―
逾
〈
岸
〉

紀
瞻
出
妓
〈
三
〇
四
〉

72旧
註

紀
瞻
出
妓

尚
書
、
紀
瞻
が
家
に
あ
ま
た
の
妓
女
あ
り
け
り
。
王
導
、
周
顗
及
諸
の
朝

士
ひ
き
つ
れ
て
、
紀
瞻
が
家
に
行
に
け
り
。
紀
瞻
、
妓
女
を
さ
ま
〴
〵
に

餝
と
ゝ
の
へ
て
、
取
出
て
け
り
。
歌
舞
の
曲
を
施
に
の
ぞ
み
て
、
人
の
心

を
う
ご
か
さ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
其
中
に
紀
瞻
が
愛
妾
あ
り
。
み
め
形
、

こ
ゑ
の
に
ほ
ひ
よ
り
始
て
、
心
ざ
ま
に
至
る
ま
で
、
群
に
ぬ
け
て
み
え
け

り
。
周
顗
、
是
に
こ
ゝ
ろ
を
う
つ
し
て
、
よ
そ
の
人
の
と
が
む
ば
か
り
に

な
り
に
け
り
。

主

紀
瞻
が
み
る
と
こ
ろ
を
も
は
ゞ
か
ら
ず
、
人
目

（
左
：
ア
ル
ジ
）

に
恥
る
心
も
う
せ
は
て
に
け
り
。
有
司
、
周
顗
が
と
が
あ
る
べ
き
由
を
奏

申
せ
ど
も
、
勅
し
て
ゆ
る
さ
れ
に
け
り
。

お
も
ひ
あ
ま
り
色
に
い
づ
る
も
と
が
な
ら
ば
あ
は
で
も
恋
に
身
を
ぞ
か

へ
ま
し
（
片

）
68

【
校
異
】

ナ
シ

宿
瘤
採
桑
〈
二
六
三
〉

73古
列
女
伝

宿
瘤
採
桑

宿
瘤
は
斉
の
東
郭
の
女
也
。
頸
（
一
）

に
し
ゐ
ね
あ
る
ゆ
へ
に
、
宿
瘤
と
名

づ
け
ゝ
り
。
閔
王
遊
に
出
て
、
東
郭
に
い
た
り
給
に
、
里
人
悉
く
走
り
さ

百

姓

本

は
ぎ
見
た
て
ま
つ
り
に
（
二
）

、
宿
瘤
、
桑
の
葉
を
取
て
、
よ
こ
め
も
せ
ざ

り
け
る
を
、
王
ち
か
く
よ
り
て
見
給
に
、
な
ま
め
き
、
よ
し
あ
る
さ
ま
に

て
、
顔
を
あ
か
め
て
恥
じ
ら
へ
る
さ
ま
な
り
。
人
ご
と
に
王
を
見
た
て
ま

つ
り
に
、
宿
瘤
、
身
を
う
ご
か
す
事
な
き
故
を
と
は
る
ゝ
に
、
我
父
母
、

桑
を
う
れ
と
（
三
）

云
つ
れ
ば
、
桑
を
と
り
侍
也
。
王
を
見
た
て
ま
つ
れ
と

と
カ

は
い
は
ざ
り
つ
と
答
申
に
、
い
か
に
も
ゆ
へ
あ
る
べ
き
物
と
お
ぼ
し
て
、

車
に
召
の
せ
ら
る
ゝ
に
、
我
父
母
、
内
に
あ
り
。
こ
ゝ
よ
り
め
さ
れ
て
ま

い
ら
む
事
は
、
奔
女
に
似
た
り
。
後
に
、
と
の
が
れ
申
に
、
お
く
ぶ
か
き

心
を
恥
て
、
い
と
ゞ
心
を
う
つ
し
給
つ
。
さ
て
還
給
て
、
黄
金
百
鎰
（
四
）

イ
ツ

を
遣
て
む
か
へ
給
に
、
父
母
、
お
ほ
き
に
驚
て
、
湯
あ
む
じ
、
あ
た
ら
し

き
衣
を
き
せ
ん
と
す
る
に
、
我
こ
の
質
に
て
王
に
み
え
た
て
ま
つ
り
ぬ
。

あ
た
ら
し
き
衣
を
き
て
、
見
し
ら
れ
た
て
ま
つ
ら
ぬ
こ
と
も
ぞ
あ
る
、
と

て
本
の
姿
に
て
ま
い
り
ぬ
。
み
な
れ
給
に
し
た
が
ひ
て
、
心
の
色
を
め
で

給
て
、
后
に
た
ち
に
け
り
。

つ
ゆ
ふ
か
く
ゝ
は
と
る
袖
の
な
ご
り
を
ぞ
か
へ
る
そ
ら
な
く
お
も
ひ
を

桑

き
け
る
（
（
片

）
・
（
平

））

69

62

【
校
異
】
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（
一
）
頸

―
項
〈
岸
〉

ウ
ナ
シ

（
二
）
見
た
て
ま
つ
り
に

―
見
た
て
ま
つ
る
に
〈
岸
〉

（
三
）
う
れ
と

―
と
れ
と
〈
岸
〉

と
カ

（
四
）
鎰

―
鎰

〈
岸
〉

イ
ツ

（
左
：
羊
質
及
二
十
両
曰
ー
）

詰
汾
興
魏
〈
九
一
〉

74北
史

詰
汾
興
魏

魏
の
武
帝
の
諱
は
詰
汾
也
。
昔
数
万
騎
を
ひ
き
つ
れ
て
山
沢
に
出
て
畋
し

カ
リ

給
と
こ
ろ
に
、
俄
に
輜
輧
の
天
よ
り
飛
く
だ
れ
る
あ
り
け
り
。
近
く
よ
り

天
女
乗
車

て
見
給
に
、〈
は
〉
ひ
し
ら
ず
（
一
）

形
よ
き
女
あ
り
。
帝
、
怪
み
問
給
に
、

い

答
て
云
、
我
は
天
女
な
り
。
命
を
う
け
て
来
れ
る
な
り
と
云
。
帝
、
心
に

あ
や
し
と
思
な
が
ら
、
世
々
の
契
に
ま
か
せ
て
、
旅
の
床
に
よ
を
（
二
）

あ

か
し
た
ま
ふ
に
、
気
色
こ
と
が
ら
よ
り
始
て
、
心
ざ
ま
ゝ
で
こ
の
世
の
人

の
類
に
あ
ら
ず
。
う
ち
つ
け
に
か
ぎ
り
な
く
お
ぼ
し
け
り
。
一
夜
の
夢
よ

り
も
あ
や
な
く
て
、
五
更
已
に
あ
け
な
ん
と
（
三
）

す
る
に
、
あ
か
ぬ
な
ご

り
せ
ん
か
た
な
く
、
し
た
ふ
思
ひ
た
へ
忍
ぶ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
又
こ
む

年
の
け
ふ
と
ば
か
り
い
ひ
を
き
て
、
雨
の
ご
と
く
風
の
ご
と
く
に
し
て
、

別
去
ぬ
。
帝
、
こ
の
後
心
そ
ら
な
る
な
が
め
に
あ
か
し
く
ら
し
給
に
、
去

し
年
の
今
日
に
も
な
り
ぬ
れ
ば
、
又
山
沢
に
み
ゆ
き
あ
り
。
時
の
を
し
う

つ
る
も
心
も
と
な
く
ま
た
れ
給
に
、
天
女
一
人
の
男
子
を
い
だ
き
て
来
れ

り
。
こ
れ
は
、
君
の
子
也
。
子
孫
世
を
か
さ
ね
て
帝
王
と
な
る
べ
し
と
云
。

帝
い
だ
き
と
り
給
て
む
つ
ご
と
も
つ
き
ぬ
に
、
還
去
ぬ
れ
ば
（
四
）

、
あ
さ

ま
し
く
あ
や
な
く
お
ぼ
し
け
り
。
始
祖
神
元
皇
帝
（
五
）

と
聞
え
し
は
、
此

小
児
の
事
な
り
。

な
で
し
こ
の
ゆ
く
す
ゑ
と
を
き
色
み
れ
ば
わ
か
れ
し
花
の
か
た
み
な
り

け
り
（
片

）
70

【
校
異
】

（
一
）〈
は
〉
ひ
し
ら
す

―
い
ひ
し
ら
す
〈
岸
〉

い

（
二
）
よ
を

―
よ
〈
る
〉
を
〈
岸
〉

（
三
）
あ
け
な
ん
と

―
あ
け
な
と
〈
岸
〉

（
四
）
つ
き
ぬ
に
還
去
ぬ
れ
は

―
つ
き
ぬ

○

れ
は
〈
岸
〉

に
還
去
ぬ

（
五
）
始
祖
神
元
皇
帝

―
始
祖
元
帝
〈
岸
〉

シ

ソ

ケ
ン
テ
イ

楚
荘
絶
纓
〈
三
七
六
〉

75説
苑

楚
荘
絶
纓

楚
荘
王
、
夜
、
群
臣
を
あ
つ
め
て
酒
を
す
ゝ
め
て
遊
給
に
、
灯
の
風
に
き

え
た
る
ひ
ま
を
え
て
御
傍
な
る
后
の
袖
を
ひ
く
人
あ
り
け
り
。
后
其
人
の

冠
の
纓
を
取
て
、
我
そ
で
を
引
人
あ
り
。
灯
を
挑
て
纓
な
か
ら
む
人
を
と

が
め
給
へ
と
申
に
、
王
も
と
よ
り
人
を
あ
は
れ
ぶ
（
一
）

情
ふ
か
き
心
に
て

そ
の
と
が
を
な
だ
め
む
た
め
に
、
人
を
す
ゝ
む
る
に
は
酒
を
も
て
す
。
人

を
責
る
に
は
礼
を
も
て
す
。
こ
よ
ひ
灯
を
か
ゝ
げ
ざ
る
さ
き
に
、
人
〳
〵

み
な
纓
を
と
る
べ
し
（
二
）

と
仰
ら
れ
け
れ
ば
、
各
纓
を
取
て
た
て
ま
つ
る

さ
カ

け
り
。
さ
て
后
の
袖
を
問
け
る
（
三
）

人
も
ま
ぎ
れ
に
け
り
。
心
ひ
と
つ
に

こ
そ
お
も
ひ
し
り
に
け
れ
。
其
後
晋
の
い
く
さ
、
楚
を
か
た
む
（
四
）

こ
と

い

へ

く

と
云
か
ず
を
し
ら
ず
。
楚
の
軍
の
中
に
只
一
人
ほ
こ
を
あ

（
左
：
○
）

（
左
：
○
）

げ
て
、
抜
い
で
ゝ
戦
ふ
も
の
あ
り
。
す
な
は
ち
晋
の
軍
を
や
ぶ
り
〈
て
〉（
五
）

。

つ

王
あ
や
し
み
問
給
に
、
そ
の
か
み
后
に
纓
を
お
ら
れ
た
り
し
（
六
）

人
な
り

け
れ
（
七
）

。
身
を
す
て
て
王
の
な
さ
け
を
思
し
り
に
け
り
。

た
れ
と
し
も
わ
か
で
や
み
に
し
と
も
し
び
ぞ
心
に
き
え
ぬ
な
さ
け
な
り

け
る
（
（
片

）・
（
平

））

71

69
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【
校
異
】

（
一
）
人
を
あ
は
れ
ふ

―
人
○

あ
は
れ
〈
岸
〉

を

（
二
）
と
る
へ
し

―
と
る
へ
し
〈
岸
〉

さ
カ

（
三
）
問
け
る

―
引
け
る
〈
岸
〉

（
四
）
か
た
む

―
か
こ
む
〈
岸
〉

（
五
）
や
ふ
り
〈
て
〉

―
や
ふ
り
つ
〈
岸
〉

つ

（
六
）
お
ら
れ
た
り
し

―
と
ら
れ
た
り
し
〈
岸
〉

（
七
）
な
り
け
れ

―
な
り
け
り
〈
岸
〉

無
塩
如
漆
〈
五
六
一
〉

76古
列
女
伝

無
塩
如
漆

斉
の
鍾
離
春
は
無
塩
邑
の
女
也
。
醜
き
事
た
ぐ
ひ
も
な
か
り
け
り
。
頭
は

う
す
に
似
た
り
。
目
ふ
か
く
、
臂
な
が
く
、
ふ
し
ふ
と
く
、
鼻
た
か
く
、

長

指

喉
む
す
ぼ
ら
れ
（
一
）

、
う
な
じ
こ
ゑ
、
髪
す
く
な
く
、
胸
出
、
腰
お
れ
て
、

膚
は
う
る
し
の
ご
と
し
。
四
十
（
二
）

に
な
る
ま
で
夫
な
か
り
け
り
。
市
に

出
て
お
と
こ
を
買
と
も
、
目
か
く
る
人
な
し
。
思
ひ
わ
び
つ
ゝ
宣
王
に
参

て
、
后
に
そ
な
は
ら
ん
と
の
ぞ
み
こ
ふ
に
、
誠
に
う
と
ま
し
く
、
お
そ
ろ

し
き
気
色
な
り
け
れ
ど
も
、
情
深
き
御
心
に
て
、
こ
れ
を
猒
は
ゞ

徒
（
左
：
○
）

に
成
は
て
む
事
を
哀
び
給
て
、
人
は
わ
ら
へ
ど
も
、
后
に
た
て
給
て
け
り
。

無
塩
、
台
に
侍
て
、
殆
哉
と
四
度
い
へ
り
。
宣
王
、
其
故
を
問
給
に
申
て

云
、
西
に
は
秦
と
衛
と
の
う
れ
へ
あ
り
。
南
に
は
強
楚
の
敵
あ
り
。
外
に

は
三
国
の
難
あ
り
。
内
に
は
奸
臣
あ
り
て
衆
賢
す
ゝ
ま
ず
。
一
旦
に
山
崩

れ
、
社
稷
し
づ
か
な
ら
ず
。
是
一
の
殆
也
。
次
に
漸
台
五
重
を
か
ざ
る
と

て
、
万
民
疲
に
け
り
。
是
二
の
殆
也
。
次
に
（
三
）

賢
は
山
林
に
か
く
れ
、

讒
臣
左
右
に
こ
は
く
し
て
、
諫
者
な
し
。
是
三
の
殆
也
。
次
に
耽
酒
沈
湎

し
て
以
夜
継
昼
、
女
楽
倡
遊
し
て
縦
横
無
度
、
是
四
の
殆
也
と
申
せ
り
。

於
レ

是
宣
王
、
此
こ
と
は
り
を
お
ぼ
し
知
て
、
無
塩
が
詞
に
随
て
、
漸
台

を
と
ゞ
め
、
女
楽
を
や
め
、
讒
臣
を
し
り
ぞ
け
、
直
諫
を
す
ゝ
め
、
四
（
四
）

門
を
開
て
衆
賢
を
納
て
、
世
〈
を
〉
さ
ま
り
に
け
り
。

お

い
ろ
な
く
て
さ
か
り
す
ぎ
ぬ
と
み
る
ほ
ど
に
な
だ
か
く
な
り
ぬ
秋
の
み

や
ま
〈
に
〉（
五
）

（
（
片

））

木

72

色
な
し
と
な
が
め
し
秋
の
深
山
に
も
心
の
月
は
あ
り
あ
け
の
空
（
平

）
65

【
校
異
】

（
一
）
む
す
ほ
ら
れ

―
む
す
ほ
ゝ
れ
〈
岸
〉

（
二
）
四
十
に

―
卅
に
〈
岸
〉

四

十

イ

（
三
）
次
に

―
次
に
〈
は
〉
〈
岸
〉

（
四
）
四

―
〈
安
〉〈
岸
〉

四

（
五
）
み
や
ま
〈
に
〉

―
み
や
ま
木
〈
岸
〉

木

文
君
当
壚
〈
二
八
〇
〉

77前
漢

文
君
当
壚

蜀
都
人
也

文
君
は
臨
卭
の
富
人
、
卓
王
孫
が
女
、
美
人
也
。
眉
は
遠
山
か
と
お
ぼ
え
、

瞼
は
芙
蓉
に
似
た
り
。
常
に
心
を
す
ま
し
て
琴
を
引
け
り
。
時
に
司
馬
相

如
と
云
も
の
あ
り
。
家
貧
し
け
れ
ど
も
、
文
道
に
賢
く
、
管
絃
に
名
を
え

た
り
し
人
也
。
相
如
、
卓
王
孫
が
家
に
行
て
、
文
を
談
じ
琴
を
引
け
る
に
、

文
君
め
で
ゝ
、
心
を
そ
め
て
け
り
。
遂
に
相
如
に
あ
ひ
に
け
り
。
相
如
、

文
君
と
共
に
成
都
〈
人
〉（
一
）

か
へ
り
に
け
り
。
家
を
み
れ
ば
、
庭
は
蓬
に

へ

と
ぢ
ら
れ
、
の
き
は
し
の
ぶ
に
う
づ
も
れ
て
、
わ
づ
か
に
四
壁
の
み
ぞ
あ

り
け
る
。
文
君
と
か
く
し
て
世
を
わ
た
り
て
、
貧
き
事
を
う
れ
へ
ず
。
ふ

た
心
な
か
り
け
り
。
お
や
は
ら
か
ら
は
、
大
に
う
け
ぬ
事
に
思
て
、
宝
に

は
あ
き
み
ち
た
れ
ど
も
、
い
か
に
と
問
事
も
な
く
、
お
も
ひ
す
て
ゝ
す
ぐ
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し
け
り
。
相
如
、
車
騎
を
う
り
て
（
二
）

、
其
価
を
え
て
、
文
君
と
共
に
臨

卭
に
行
て
、
一
の
酒
舎
を
買
て
酒
を
つ
く
り
て
、
ま
ち
に
出
て
売
け
り
。

文
君
は
壚
を
ま
も
り
け
り
。
相
如
は
着
二

犢
鼻
褌
ヲ一
（
三
）

、
滌
レ

器
ヲ

け

り

。

卓
王
孫
、
是
を
恥
て
、
杜

レ

門
い
で
ず
。
諸
公
（
四
）

、
卓
王
孫
に
あ
ひ
て
、

フ
サ
イ
デ

本

汝
、
相
如
が
ま
ど
し
き
を
い
と
ふ
事
な
か
れ
。
人
の
世
に
あ
る
、
財
に
と

め
る
を
ば
う
や
ま
は
ず
、
道
に
と
め
る
を
貴
と
す
。
相
如
は
道
に
長
ぜ
る

ゆ
へ
に
、
う
や
ま
ふ
と
こ
ろ
ふ
か
し
。
貧
き
を
あ
な
づ
り
て
恥
る
と
こ
ろ

な
か
れ
と
諫
け
り
。
時
に
僮
僕
百
人
、
銭
百
万
を
あ
た
え
て
、
成
都
へ
か

万

貫

本

へ
し
や
り
て
け
り
。
子
虚
賦
を
つ
く
り
て
、
○

に
た
て
ま
つ
る
に
、
帝
、

公

し
き
り
に
讃
給
て
、
拝
し
て
為
郎
、
重
て
文
園
令
と
成
ぬ
。
常
に
病
の
み

と
云
て
、
閑
居
を
好
み
け
り
。

壚
字
、
本
作
レ

盧
也
。
酒
盧
は
酒
を
売
所
也
。
酒
を
火
に
あ
た
ゝ
む
る

物
に
は
あ
ら
ず
。

板
ま
よ
り
月
を
も
ふ
た
り
な
が
む
れ
ば
あ
れ
た
る
宿
も
さ
も
あ
ら
ば
あ

れ
（
（
片

））

73

こ
と
の
ね
の
身
に
し
む
秋
の
夕
風
ぞ
あ
れ
た
る
や
ど
も
心
ひ
き
け
る

（
平

）
66

【
校
異
】

（
一
）
成
都
〈
人
〉

―
成
都
へ
〈
岸
〉

へ

（
二
）
う
り
て

―
う
〈
ち
〉
て
〈
岸
〉

り

（
三
）
着
二

犢
鼻
褌
ヲ一

―
着
二

犢
襣
一

〈
岸
〉

（
四
）
公

―
隻
〈
岸
〉

本

雍
伯
種
玉
〈
五
〇
三
〉

78捜
神
記

雍
伯
種
玉

雍
伯
は
陽
公
が
字
也
。
常
に
美
漿
を
儲
て
道
行
人
に
与
て
三
年
を
へ
け
り
。

羊
本

人
来
て
漿
を
の
み
を
は
り
て
懐
よ
り
石
子
一
舛
を
出
し
て
あ
た
え
て
云
、

是
な
む
玉
の
種
也
。
ま
き
て
よ
き
玉
を
う
べ
し
。
又
か
ほ
よ
き
女
を
う
べ

し
と
云
て
去
ぬ
。
陽
公
是
を
う
へ
て
玉
田
と
す
。
時
に
北
平
の
徐
氏
と
い

羊
本

ふ
人
、
お
ほ
き
に
富
て
家
に
好
女
の
い
ま
だ
と
つ
が
ざ
る
あ
り
。
陽
公
行

て
こ
ふ
に
、
徐
氏
咲
て
、
玉
を
一
双
え
さ
せ
ば
あ
た
え
む
と
云
け
り
。
陽羊
本

公
す
な
は
ち
玉
田
の
玉
を
あ
た
え
け
り
。
徐
氏
お
ど
ろ
き
て
む
す
め
を
あ

は
せ
て
け
り
。
夫
（
一
）

北
平
の
陽
氏
は
是
○

後
也
。

羊
本

其

手
に
く
み
し
ゝ
づ
く
の
す
ゑ
の
し
る
べ
か
な
つ
ゐ
に
あ
ふ
せ
の
い
で

の
玉
み
づ
（
片

）
74

手
に
く
み
し
人
の
し
る
べ
を
思
ふ
に
も
あ
ふ
せ
う
れ
し
き
い
で
の
玉

水
（
（
平

）
）

67

【
校
異
】

（
一
）
夫

―
い
ま
〈
岸
〉

盧
充
幽
婚
〈
一
八
四
〉

79旧
註
引
孔
氏
志
怪
曰

盧
充
幽
婚

漢
の
盧
充
は
范
陽
の
人
也
。
城
の
西
三
十
里
、
崔
少
府
が
〇

墓
（
一
）

あ
り
。

四

本

女
本

盧
充
行
て
狩
し
け
る
に
、
一
の

麞

を
追
て
〇

少

府

が
（
二
）

舎
に
い
た
り

ク
シ
カ

朱
門
官
舎
を
み
る
イ
本

ぬ
。
人
あ
り
て
（
三
）

盧
充
を
よ
ぶ
。
即
崔
少
府
也
。
語
て
曰
く
、
汝
が
亡

父
、
わ
れ
に
書
を
送
て
、
我
お
と
む
す
め
を
汝
に
あ
は
せ
よ
と
書
け
り
と

云
て
、
書
を
み
せ
し
む
る
に
、
ま
こ
と
に
我
亡
父
の
筆
な
り
け
り
。
す
な

は
ち
東
の
廊
に
盧
充
を
入
て
、
む
す
め
崔
氏
を
あ
は
せ
て
け
り
。
打
つ
け

廂
本

に
お
も
は
し
く
な
り
に
け
り
。
か
く
て
三
日
あ
り
て
別
な
む
と
す
る
に
臨

て
崔
氏
が
云
、
我
す
で
に
は
ら
み
た
り
。
も
し
男
子
を
う
め
ら
ば
汝
に
あ
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た
え
む
。
女
子
を
う
め
ら
ば
と
ゞ
め
て
育
べ
し
と
て
（
四
）

泣
〳
〵
別
去
ぬ
。

其
後
三
年
を
へ
て
三
月
三
日
、
盧
充
水
の
辺
に
出
て
遊
ぶ
と
こ
ろ
に
、
牛

か
け
た
る
車
の
、
波
の
う
へ
に
う
き
ぬ
し
づ
み
ぬ
す
る
が
ち
か
く
来
て
、

岸
の
上
に
の
ぼ
る
あ
り
（
五
）

。
崔
氏
と
三
歳
の
児
と
共
に
の
れ
り
。
児
を

い
だ
き
て
盧
充
に
か
へ
す
。
詩
一
首
金
椀
一
枚
と
を
そ
へ
た
り
。
盧
充
こ

れ
を
う
け
と
る
程
な
く
車
も
女
も
う
せ
ぬ
。
小
児
ひ
と
ゝ
な
り
て
後
、
数

郡
の
守
た
り
き
。
盧
充
車
に
乗
て
市
に
出
て
、
金
椀
を
（
六
）

い
つ
は
り
う

ら
せ
て
見
し
れ
る
人
を
窺
は
し
む
る
に
、
卑
き
女
こ
れ
を
見
て
走
か
へ
り

ぬ
。
即
あ
る
じ
と
お
ぼ
し
き
女
を
ぐ
し
て
き
た
れ
り
。
あ
る
じ
此
金
椀
を

み
て
伝
へ
え
た
り
し
お
こ
り
を
驚
と
ふ
。
重
て
云
、
崔
少
府
が
女
あ
り
き
。

我
は
そ
の
を
ば
な
り
。
い
ま
だ
と
つ
が
ず
し
て
命
終
り
に
し
を
、
お
や
は

ら
か
ら
お
し
み
痛
み
、
第
一
の
金
椀
を
棺
に
入
た
る
事
あ
り
き
。
即
此
金

椀
也
。
又
云
、
盧
充
が
家
に
来
て
尚
し
い
と
ふ
。
始
よ
り
の
事
を
か
た
り

き
か
せ
て
児
を
出
し
て
み
せ
し
む
る
に
、
此
児
崔
氏
が
形
に
つ
ゆ
た
が
ふ

所
な
し
。
他
界
よ
り
来
り
嫁
げ
る
事
を
哀
び
悲
び
て
、
い
ひ
も
あ
へ
ず
泣

け
り
。
崔
少
府
（
七
）

が
こ
と
い
ま
だ
詳
な
ら
ず
。
崔
少
玉
が
事
と
も
い
へ

り
。
お
ぼ
つ
か
な
し
。

あ
さ
か
ら
ぬ
契
は
さ
て
も
あ
り
す
川
お
な
じ
世
に
だ
に
す
ま
ぬ
身
な

れ
ば
（
（
片

））

75

【
校
異
】

（
一
）
〇

墓

―
墓
〈
岸
〉

女
本

（
二
）
〇

少

府

か

―
少

府

か
〈
岸
〉

朱
門
官
舎
を
み
る
イ
本

朱
門
官
舎
を
み
る
イ

（
三
）
人
あ
り
て

―
人
あ
て
〈
岸
〉

（
四
）
と
て

―
と
云
て
〈
岸
〉

（
五
）
の
ほ
る
あ
り

―
の
ほ
れ
る
あ
り
〈
岸
〉

（
六
）
金
椀
を

―
金
○

を
〈
岸
〉

椀

（
七
）
崔
少
府

―
崔
〈
氏
〉
少
府
〈
岸
〉

衛
后
髪
鬒
〈
三
七
一
〉

80前
漢

衛
后
髪
鬢

鬒
異
本

漢
の
武
帝
の
衛
皇
后
、
字
は
子
夫
。
髪
形
す
ぐ
れ
た
り
。
本
は
平
陽
公
主

の
家
の
歌
う
た
ひ
な
り
。
帝
、
公
主
の
家
を
す
ぎ
給
に
、
子
夫
が
音
の
い

ろ
に
め
で
ゝ
車
に
と
り
の
せ
て
帰
給
に
け
り
。
公
主
い
だ
し
た
て
ゝ
う
し

ろ
を
撫
て
云
、
御
志
ふ
か
ゝ
ら
ん
（
一
）

後
に
我
を
わ
す
る
な
、
と
ぞ
聞
え

け
る
。
後
に
后
に
た
ち
て
三
男
一
女
を
う
み
て
け
り
。
時
の
人
の
諺
に
云
、

男
を
う
み
て
も
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
な
か
れ
。
女
を
う
み
て
も
い
か
る
事
な
か

れ
。
衛
子
夫
を
み
ず
や
と
ぞ
云
け
る
。

な
を
ざ
り
に
お
も
ひ
そ
め
て
し
く
ろ
か
み
の
心
な
が
く
や
む
す
ぼ
ゝ
れ

け
る
（
片

）
76

【
校
異
】

（
一
）
ふ
か
ゝ
ら
ん

―
ふ
か
ゝ
給
ん
〈
岸
〉

飛
燕
体
軽
〈
三
七
二
〉

81前
漢

飛
燕
体
軽

燕
本

趙
の
飛
燕
は
河
陽
公
主
の
家
に
て
歌
舞
を
習
き
。
一
た
び
か
な
で
一
た
び

う
た
ひ
、
哀
を
ほ
ど
こ
し
涙
を
催
さ
ず
と
云
事
な
し
。
其
体
軽
く
し
て
舞

の
質
に
た
れ
る
ゆ
へ
に
、
飛
燕
と
名
づ
け
ゝ
る
な
り
。
歌
舞
の
曲
の
み
に

あ
ら
ず
、
み
め
か
た
ち
、
心
ざ
ま
喩
え
ん
か
た
な
か
り
け
れ
ば
、
公
、
忍

か
よ
ひ
給
ひ
け
り
。
ぬ
い
も
の
ゝ
か
た
び
ら
、
鴛
の
衾
、
亀
の
文
の
枕
あ

り
。
終
に
后
に
立
に
け
り
。
女
弟
あ
り
。
昭
儀
と
す
。
み
め
か
た
ち
、
ほ
と

（
左
：
殆
）
ン



- 42 -

ゞ
（
一
）

後
宮
を
傾
く
り
（
二
）

程
に
な
む
あ
り
け
る
。

る

ふ
る
さ
と
の
ね
ぐ
ら
い
で
け
る
程
も
な
く
雲
井
は
る
か
に
と
ぶ
つ
ば

め
か
な
（
片

）
77

つ
ば
め
と
ぶ
人
の
旅
ね
を
あ
は
れ
と
ぞ
な
が
き
秋
ま
で
思
し
り
け
る

（
（
平

）
）

69

【
校
異
】

（
一
）
ほ
と

ゝ

―
ほ
と
ゝ
〈
岸
〉

（
左
：
殆
）
ン

（
二
）
傾
く
り

―
傾
く
る
〈
岸
〉

る

班
女
辞
輦
〈
二
五
六
〉

82前
漢

班
女
辞
輦

班
女
は
孝
成
帝
の
婕
妤
也
。
女
な
れ
ど
も
賢
才
通
弁
な
り
け
れ
ば
、
公
こ

と
に
御
志
ふ
か
ゝ
り
け
り
。
昔
、
同
車
に
乗
ら
れ
け
る
を
恐
れ
申
て
云
、

古
の
図
画
を
み
る
に
、
賢
聖
（
一
）

の
君
は
名
臣
傍
に
あ
り
。
み
る
と
こ
ろ

は
づ
か
し
か
る
べ
し
。
三
代
（
二
）

の
す
ゑ
に
女
嬖
あ
り
き
。
其
た
め
し
に

嬖

女

本

な
ら
じ
と
思
へ
り
と
申
け
れ
ば
、
帝
も
弥
心
の
賢
き
事
を
ほ
め
給
け
り
。

時
の
后
も
と
こ
ろ
を
お
け
る
事
を
悦
て
、
い
に
し
へ
は
樊
姫
あ
り
き
。
今

は
○

婕
妤
（
三
）

あ
り
と
ぞ
美
ら
れ
け
る
。
後
に
趙
の
飛
燕
、
婕
妤
を
讒
し

班
本

て
云
、
婕
妤
邪
を
挟
て
呪
詛
す
と
申
せ
り
。
公
け
問
給
に
、
の
べ
申
て
云
、

祝
本

妾
き
く
、
死
生
有
レ

命
、
富
貴
在
レ

天
、
修
メ
タ
レ
ド
モ

レ

正
ヲ

尚
未
レ

蒙
レ

福
ヲ

、

為
シ
テ

レ

邪
ヲ

欲
以
（
四
）

レ

何
望
ン
ト

一

、〈
且
〉（
五
）

鬼
神
有
レ

知
、
不
受
二

不
臣
之
訴
ヲ一

、

使
本

愬
本

如
レ

其
レ

無
ハレ

知
コ
ト

、
訴
ト
モ

之
何
ノ

益
カ
ア
ラ
ン

と
申
す
。
公
け
、
此
詞
を
よ
み
し

モ
シ

愬
本

て
哀
び
美
給
て
、
金
百
斤
を
給
ひ
け
り
。

さ
き
だ
ち
し
み
ち
の
た
め
し
を
ひ
く
か
ら
に
の
ち
の
く
る
ま
も
の
り
を

く
れ
に
き
（
片

）
78

本
ノ
マ
ヽ

よ
り
け
る
（
六
）

あ
だ
を
た
め
し
に
ひ
き
て
こ
そ
お
な
じ
車
に
の
り
う

か
れ
し
か
（
平

）
70

【
校
異
】

（
一
）
賢
聖

―
賢
〈
才
〉〈
岸
〉

聖

（
二
）
三
代

―
三
〈
代
〉〈
岸
〉

ね
ん

（
三
）
○

婕
妤

―
婕
妤
〈
岸
〉

班
本

（
四
）
以

―
ナ
シ
〈
岸
〉

（
五
）〈
且
〉

―
且
ク

〈
岸
〉

使
本

（
六
）
よ
り
け
る

―
う
か
り
け
る
〈
岸
〉

馮
媛
当
熊
〈
二
五
五
〉

83馮
媛
当
熊

馮
媛
は
馮
奉
世
の
女
、
馮
昭
儀
也
。
元
帝
御
志
ふ
か
ゝ
り
け
り
。
元
帝
け

だ
も
の
を
戦
か
は
し
め
て
見
給
に
、
昭
儀
御
傍
に
侍
り
け
り
。
時
に
熊
た

け
り
い
か
り
て
御
殿
に
の
ぼ
ら
む
と
す
。
人
皆
に
げ
は
し
る
。
昭
儀
ひ
と

り
熊
に
立
む
か
へ
り
。
熊
す
ゝ
み
か
ゝ
り
て
昭
儀
す
で
に
害
せ
ら
れ
な
ん

（
一
）

と
す
れ
ど
も
、
身
を
ま
か
せ
て
立
む
か
へ
り
け
る
を
、
そ
ば
よ
り
人

よ
り
て
熊
を
殺
て
け
れ
ば
、
昭
儀
は
か
ら
ざ
る
に
た
す
か
り
に
け
り
。
公

け
あ
や
し
み
て
問
給
は
ゞ
（
二
）

、
人
皆
熊
に
お
そ
れ
は
し
る
。
汝
〇

の
身
と

女

し
て
し
か
も
熊
に
む
か
へ
る
事
を
問
給
に
、
答
申
て
云
く
、
妾
聞
く
、
猛

き
獣
は
人
を
み
て
と
ゞ
ま
る
と
い
へ
り
。
人
皆
に
げ
走
ぬ
。
妾
熊
に
む
か

は
ず
は
、
熊
き
み
を
害
し
て
む
。
妾
熊
に
む
か
は
ゞ
、
熊
妾
を
害
し
て
君

は
ま
ぬ
か
れ
給
な
む
と
思
て
、
立
む
か
へ
り
つ
る
な
り
と
申
に
、
帝
い
よ

〳
〵
ほ
め
哀
み
給
て
、
ま
す
〳
〵
を
も
く
お
ぼ
し
け
り
。

み
く
ま
の
ゝ
あ
ら
い
そ
浪
に
し
ほ
れ
ま
し
う
ら
の
は
ま
ゆ
ふ
た
ち
へ
だ



- 43 -

て
ず
は

【
校
異
】

（
一
）
害
せ
ら
れ
な
ん

―
害
〈
を
〉
ら
れ
な
ん
〈
岸
〉

せ

（
二
）
給
は
ゝ

―
給
い
て
〈
岸
〉

董
永
自
売
〈
二
七
二
〉

84旧
註
漢

董
永
自
売

董
永
い
と
け
な
く
て
〈
毎
〉（
一
）

に
を
く
れ
て
家
貧
し
か
り
け
れ
ば
、
田
を

母

作
て
世
を
わ
た
り
て
一
人
の
父
を
養
ひ
け
り
。
父
の
ひ
と
り
家
に
あ
ら
む

事
を
心
ぐ
る
し
く
思
て
、
小
車
に
の
せ
て
田
の
辺
に
ぐ
し
て
行
て
、
木
の

下
か
げ
に
す
へ
て
、
み
づ
か
ら
田
を
作
り
け
り
。
父
死
て
後
、
思
ひ
わ
び

つ
ゝ
、
身
を
う
り
て
一
万
の
銭
を
え
て
、
わ
ざ
の
事
を
終
て
、
か
へ
る
道

に
一
人
の
女
に
あ
へ
り
。
み
め
か
た
ち
い
ひ
し
ら
ず
た
ぐ
ひ
な
き
ほ
ど
な

り
け
り
。
女
す
ゝ
み
て
い
ひ
よ
り
て
、
董
永
が
妻
に
な
り
て
、
一
月
に

か
と
り
三
百
疋
を
お
り
て
、
身
を
う
り
し
直
を
つ
ぐ
の
は
せ
て
、
董
永
を

縑
本

う
け
い
だ
し
て
、
家
に
か
へ
り
す
み
て
、
一
子
を
生
て
け
り
。
仲
舒
と
云
。

後
に
、
我
は
天
の
織
女
也
。
天
帝
、
汝
が
孝
養
の
志
を
美
て
、
身
を
う
り

し
直
を
つ
ぐ
の
は
せ
ん
た
め
に
つ
か
は
し
て
、契
を
む
す
ぶ
と
い
へ
ど
も
、

下
界
に
久
く
す
む
べ
き
身
に
あ
ら
ず
と
云
て
、
泣
〳
〵
わ
か
れ
さ
り
に
け

り
。は

ゝ
き
ゞ
の
あ
と
を
と
は
れ
ぬ
身
な
り
せ
ば
ひ
と
り
ふ
せ
や
に
し
づ
み

は
て
ま
し
（
片

）
80

【
校
異
】

（
一
）〈
毎
〉

―
母
〈
岸
〉

母

買
妻
恥
醮
〈
二
二
七
〉

85前
漢

買
妻
恥
醮樵
カ

朱
買
臣
、
本
は
会
稽
の
人
也
。
家
貧
く
し
て
、
文
道
を
好
み
た
の
し
む
事
、

を
こ
た
る
時
な
く
、
其
ひ
ま
に
は
薪
を
こ
り
て
世
を
わ
た
り
け
り
（
一
）

。

買
臣
が
妻
、
よ
の
わ
び
し
さ
に
た
え
か
ね
て
、
暇
を
こ
ひ
て
別
な
む
と
云

を
、
我
、
四
十
よ
り
富
さ
か
ゆ
る
事
あ
る
べ
し
。
す
で
に
卅
九
に
な
れ
ば
、

五

本

四

十

余

こ
と
し
ば
か
り
を
ま
ち
見
よ
、
と
い
ひ
こ
し
ら
へ
け
れ
ど
も
、
き
か
ず
し

て
去
は
な
れ
に
け
り
。
さ
す
が
に
年
ご
ろ
に
も
な
り
に
け
れ
ば
、
と
に
か

く
に
し
た
は
し
く
思
け
れ
ど
も
、
か
ひ
も
な
し
。
さ
て
次
の
年
、
買
臣
が

文
道
に
賢
き
事
を
ほ
め
て
、
武
帝
召
て
、
ま
づ
侍
中
に
拝
て
、
次
に
会
稽

の
大
守
に
う
つ
さ
れ
ぬ
。
又
富
貴
に
し
て
故
郷
に
不
ルレ

帰
者
衣
レ

錦
夜
行
が

綉
本

ご
と
し
。
汝
、
今
已
に
旧
里
に
い
た
る
べ
し
、
と
聞
え
け
れ
ば
、
跪
て
か

し
こ
ま
り
け
〈
り
〉
ば
（
二
）

、
任
に
赴
く
時
、
さ
き
の
妻
、
あ
や
し
の
し

れ

づ
の
質
さ
で
（
三
）

道
を
作
り
け
り
。
是
を
み
る
に
、
目
も
く
れ
心
も
き
ゆ

男
歟

ま

る
心
ち
し
て
、
よ
び
て
見
れ
ば
、
い
ふ
ば
か
り
な
く
や
せ
お
と
ろ
へ
て
、

あ
り
し
に
も
あ
ら
ず
な
り
に
け
り
。
女
、
は
じ
め
に
は
思
よ
ら
ざ
り
け
る

が
（
四
）

、
よ
く
〳
〵
か
た
ら
ひ
わ
た
る
ま
ゝ
に
、
昔
の
買
臣
と
思
ふ
よ
り
、

は
づ
か
し
さ
の
あ
ま
り
に
、
倒
ふ
し
て
や
が
て
死
に
け
り
。

恥
醮
は
改
レ

醮
を
恥
る
也
。
昔
日
、
皮
京
が
妻
ノ
（
五
）

竜
氏
、
皮
京
に
を

く
れ
て
後
、
躬
者
お
ほ
け
れ
ど
も
、
心
に
〈
あ
〉
か
ひ
て
（
六
）

不
レ

改
レ

ち

醮
と
い
へ
り
。
又
馬
元
正
が
妻
尹
氏
、
元
正
に
を
く
れ
て
心
な
ら
ず
玄

盛
に
と
ら
れ
に
け
り
。
再
醮
を
う
れ
ふ
る
あ
ま
り
に
三
年
も
の
い
は
ざ

り
け
り
。

ま
て
と
い
ひ
し
は
る
に
も
あ
は
で
か
れ
に
け
り
の
ち
の
心
は
は
づ
か
し

心

の

花

は

イ

の
も
り
（
（
片

）
・
（
平

）
＊
異
本
注
記
も
（
片

）
・
（
平

）
）

81

72

81

72
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【
校
異
】

（
一
）
わ
た
り
け
り

―
わ
た
り
け
る
〈
岸
〉

（
二
）
か
し
こ
ま
り
け
〈
り
〉
は

―
か
し
こ
ま
り
け
り
〈
岸
〉

れ

（
三
）
し
つ
の
質
さ
て

―
し
つ
の
質
に
て
〈
岸
〉

男
歟

ま

（
四
）
思
よ
ら
さ
り
け
る
か

―
思
よ
ら
さ
り
け
る
〇

〈
岸
〉

か

（
五
）
皮
京
か
妻

―
皮
京
の
妻
〈
岸
〉

（
六
）
心
に
〈
あ
〉
か
ひ
て

―
心
に
ち
か
ひ
て
〈
岸
〉

ち

龐
倹
鑿
井
〈
四
二
一
〉

86風
俗
通

龐
倹
鑿
井

龐
倹
は
魏
都
の
人
也
。
昔
よ
の
み
だ
れ
に
あ
ひ
て
、
父
の
ゆ
き
方
を
し
ら

ず
な
り
て
、
母
阿
宏
に
し
た
が
ひ
つ
か
へ
て
廿
年
を
お
く
り
け
り
。
龐
倹
、

廬
里
に
す
み
て
井
を
ほ
る
に
、
銅
の
銭
十
万
を
ほ
り
い
で
ゝ
、
家
豊
に
な

盧
本り

て
、
奴
を
求
る
に
、
ひ
と
り
の
翁
を
か
い
え
た
り
。
家
の
内
に
つ
か
は

れ
て
、
日
数
へ
て
後
に
云
、
堂
上
の
母
は
こ
れ
、
昔
の
妻
た
り
し
人
也
と

い
へ
り
。
母
、
其
故
を
尋
聞
に
、
か
さ
ね
て
云
、
汝
は
荵
氏
の
女
、
字
は

艾
本

阿
宏
、
左
の
足
の
し
た
に
黒
子
あ
り
。
右
の
腋
の
し
た
に
赤

誌

あ

痣
歟
（
左
：
本
同
）

り
。
如
レ

半
櫛
と
云
へ
り
。
母
の
云
、
ま
こ
と
に
我
夫
な
り
け
り
。
即
、

昔
の
ご
と
く
夫
妻
と
な
り
ぬ
。
時
の
人
の
云
、
廬
里
の
龐
公
（
一
）

、
鑿
テレ

井

ヲ

得
二

銅

銭

ヲ

、
買
レ

奴
ヲ

得
レ

翁
ヲ

。

（
左
：
本
ナ
シ
）

へ
だ
て
こ
し
む
か
し
の
か
げ
を
な
ら
べ
し
は
ほ
り
か
ね
の
井
の
あ
る
じ

な
り
け
り
（
片

）
82

あ
ひ
み
て
も
な
を
こ
そ
人
と
な
り
な
ま
し
心
ぞ
と
〈
り
〉
の
（
二
）

し
る

し

べ
な
り
け
る
（
（
平

）
）

73

【
校
異
】

（
一
）
龐
公

―
龐
公
は
〈
岸
〉

（
二
）
と
〈
り
〉
の

―
と
し
の
〈
岸
〉

し

陳
平
多
轍
〈
一
六
七
〉

87前
漢

陳
平
多
轍

漢
の
丞
相
陳
平
は
陽
武
の
戸
牗
人
也
。
昔
、
家
貧
く
し
て
、
文
道
に
賢
か

り
き
。
黄
老
の
術
に
あ
き
ら
か
な
る
ゆ
へ
に
、
漢
高
祖
、
陳
平
が
は
か
り

ご
と
を
も
て
、
項
羽
を
う
ち
し
た
が
へ
給
へ
り
け
り
。
于
レ

時
、
富
人
張

負
が
一
人
の
女
孫
あ
り
。
五
度
嫁
て
、
其
夫
し
に
ゝ
け
り
。
陳
平
、
い
か

で
か
え
て
し
が
な
と
思
へ
り
。
張
負
あ
や
し
と
思
て
、
陳
平
が
家
に
行
て

み
れ
ば
、
莚
を
門
に
し
て
、
す
べ
て
貧
き
あ
り
さ
ま
な
れ
ど
も
、
道
に
か

し
こ
か
り
け
る
ゆ
へ
に
、門
の
外
に
長
者
の
車
の
あ
と
お
ほ
か
り
け
れ
ば
、

心
に
く
ゝ
お
ぼ
え
て
、
張
負
、
孫
女
を
陳
平
に
あ
は
せ
て
け
り
。
張
負
が

子
、
仲
、
こ
れ
を
う
け
ぬ
事
に
思
け
り
。
張
負
云
、
有
下

美
ナ
ル
コ
ト

如
ク
シ
テ

二

陳

平
一

而
久

貧
賎
上

者
（
一
）

。
平
、
後
に
世
に
つ
か
へ
て
丞
相
と
す
。
陳
平
、

本
ナ
シ

わ
か
ゝ
り
し
時
に
船
に
乗
て
河
を
わ
た
る
に
、
船
人
、
陳
平
が
ふ
と
こ
ろ

に
金
あ
る
ら
む
と
思
て
、
害
し
て
と
ら
む
と
思
へ
り
。
陳
平
其
心
を
さ
と

り
み
て
（
二
）

、
衣
を
脱
て
船
人
に
か
し
け
れ
ば
、
船
人
、
金
な
し
と
知
て

こ
ろ
さ
ず
。
す
べ
て
は
か
り
事
の
か
し
こ
き
事
、
か
く
な
ん
あ
り
け
る
。

陳
平
、
父
母
に
を
く
れ
て
後
、
妻
又
う
せ
に
け
り
。
人
訪
ひ
け
れ
ば
、
昔
、

魯
人
王
寿
、
夢
の
内
に
舞
て
云
く
、
我
に
三
の
楽
あ
り
。
一
に
は
父
母
な

し
。
二
に
は
妻
子
な
し
。
三
に
は
財
貨
な
し
。
此
故
に
た
の
し
み
舞
也
と

い
へ
り
。
我
思
ふ
と
こ
ろ
、
王
寿
が
夢
の
如
と
ぞ
答
け
る
。

あ
だ
な
ら
ぬ
く
る
ま
の
跡
に
し
か
じ
と
や
む
し
ろ
の
門
に
こ
ゝ
ろ
よ
せ

て
イ

け
る
（
片

・
（
平

）
）

83

74
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【
校
異
】

（
一
）
貧
賎
上

者

―
貧
賎
上

〈
岸
〉

（
二
）
さ
と
り
み
て

―
さ
と
り
え
て
〈
岸
〉

孟
光
荊
釵
〈
二
三
〇
〉

88後
漢

孟
光
荊
釵

孟
光
、
容
貌
は
な
は
だ
醜
く
か
り
け
れ
ど
も
、
徳
行
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
り

き
。
郷
里
に
お
ほ
く
是
を
娉
へ
ど
も
（
一
）

、
輙
く
ゆ
る
す
こ
と
な
し
。
卅

ヨ
バ

に
な
る
と
し
、
父
母
い
か
な
る
い
ろ
を
か
思
と
問
け
れ
ば
、
家
貧
く
と
も
、

心
ざ
ま
梁
鴻
が
ご
と
く
な
る
も
の
を
と
云
け
り
。
さ
て
梁
鴻
に
あ
は
せ
て

け
り
。
つ
ね
に
を
ど
ろ
の
か
ん
ざ
し
、
布
の
裙
を
着
て
、
を
の
が
身
を
賎

く
し
て
梁
鴻
が
事
を
の
み
を
も
く
思
へ
り
。
食
物
を
す
ゝ
む
る
に
、
つ
く

ゑ
を
あ
ぐ
る
事
、
眉
と
ひ
と
し
く
礼
を
な
せ
り
。
梁
鴻
、
世
を
す
き
ま
し

さ

く
（
二
）

思
ひ
と
り
て
、
五
噫
の
歌
を
つ
く
り
て
、
孟
光
と
ゝ
も
に
琴
書
を

身
に
し
た
が
へ
て
霸
陵
山
に
籠
り
ゐ
に
け
り
。

あ
き
風
も
あ
は
れ
と
や
お
も
ふ
ふ
く
か
た
へ
と
に
も
か
く
に
も
（
三
）

な

び
く
お
ど
ろ
を

【
校
異
】

（
一
）
娉
へ
と
も

―
聘
へ
と
も
〈
岸
〉

ヨ
ハ

ヨ
ハ

（
二
）
す
き
ま
し
く

―
す
さ
ま
し
く
〈
岸
〉

さ

（
三
）
と
に
も
か
く
に
も

―
と
〈
も
に
〉
か
く
に
も
〈
岸
〉

に

も

韓
壽
竊
香
〈
四
二
三
〉

89晋
書

韓
寿
窃
香

韓
寿
、
容
姿
花
麗
な
り
き
。
女
こ
と
に
い
か
で
と
の
み
思
へ
り
。
于
レ

時
、

大
尉
賈
充
、
貌
よ
き
女
あ
り
け
り
。
韓
寿
に
心
を
う
つ
し
て
け
り
。
つ
ゐ

に
忍
て
か
よ
ひ
け
り
。
時
に
賈
充
が
家
に
人
々
来
り
あ
つ
ま
れ
る
に
、
韓

寿
こ
と
に
か
う
ば
し
か
り
け
り
。
各
こ
れ
を
あ
や
め
と
が
む
る
に
、
外
国

よ
り
武
帝
に
た
て
ま
つ
れ
る
た
き
物
を
、
賈
充
并
に
陳
騫
こ
の
ふ
た
り
に

わ
か
ち
て
賜
は
せ
た
り
け
る
を
、
賈
充
む
す
め
に
あ
た
え
て
け
り
。
し
か

る
を
、
韓
寿
夜
の
ま
の
う
つ
り
が
し
み
に
け
る
成
け
り
。
あ
ら
が
ふ
か
た

な
く
て
、
日
比
の
忍
事
も
是
よ
り
ぞ
あ
ら
は
れ
に
け
る
。
其
後
、
む
す
め

を
韓
寿
が
妻
に
な
し
て
け
り
。

な
き
な
ぞ
と
い
ふ
べ
き
物
を
わ
が
袖
に
か
く
れ
ぬ
も
の
は
よ
は
の
う

〈
へ
〉
り
が
（
一
）

（
片

・
（
平

）
）

つ

84

76

【
校
異
】

（
一
）
う
〈
へ
〉
り
か

―
う
つ
り
か
〈
岸
〉

つ

齊
后
破
環
〈
一
三
五
〉

90戦
国
策

斉
后
破
環

斉
の
襄
王
の
后
は
大
史
檄
が
女
也
。
昔
シ

楽
毅
が
斉
の
国
を
お
か
す
時
に
、

襄
王
か
く
れ
の
が
れ
給
程
に
、
た
れ
と
も
し
ら
ぬ
さ
ま
に
大
史
檄
が
家
に

や
ど
り
ゐ
給
へ
り
。
其
家
の
女
や
ど
り
人
を
た
ゞ
人
に
は
あ
ら
ぬ
さ
ま
に

み
な
し
て
、
潜
に
き
も
の
く
い
も
の
を
送
て
〈
情
〉（
一
）

を
ほ
ど
こ
し
け
り
。

情

か
く
し
つ
ゝ
互
に
心
か
よ
ひ
に
け
れ
ば
、
遂
に
あ
ひ
給
に
け
り
。
後
に
襄

王
位
に
か
へ
り
つ
き
て
、
此
女
を
迎
て
后
に
立
ら
れ
に
○

。
于
時
秦
始
皇
、

け
り

斉
の
国
を
は
か
ら
む
と
思
に
、
后
の
賢
き
由
を
聞
て
、
ま
づ
か
の
心
を
ま

ひ
な
は
む
た
め
に
連
環
を
送
給
へ
る
を
（
二
）

、
后
其
志
を
さ
と
り
え
て
、

是
を
う
ち
く
だ
き
て
秦
の
使
に
謝
し
け
り
。
使
か
へ
り
て
あ
り
の
ま
ゝ
に
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秦
皇
に
申
に
、
皇
心
を
〈
美
〉
て
（
三
）

斉
国
を
は
か
る
事
を
思
ひ
と
ゞ
ま

志
歟

美

り
給
に
け
り
。

わ
ぎ
も
こ
が
衣
の
そ
で
を
ふ
き
か
へ
す
風
に
あ
ら
れ
の
玉
ぞ
く
だ
く
る

【
校
異
】

（
一
）〈
情
〉

―
情
〈
岸
〉

情

（
二
）
送
給
へ
る
を

―
送
給
へ
〈
り
〉
を
〈
岸
〉

る

（
三
）〈
美
〉
て

―
美
て
〈
岸
〉

美

宋
女
愈
謹
〈
五
八
九
〉

91古
列
女
伝

宋
女
愈
謹
（
一
）

宋
女
は
〈
跑
〉
蘇
が
妻
（
二
）

也
。
夫
の
心
に
露
ば
か
り
も
た
が
は
ず
姑
を

鮑

養
ふ
事
、
甚
ね
ん
ご
ろ
な
り
。
鮑
蘇
、
衛
の
国
に
つ
か
へ
て
三
年
を
へ
け

る
ほ
ど
、
姑
を
や
し
な
ふ
事
を
こ
た
ら
ず
。
鮑
蘇
、
あ
た
ら
し
き
妻
を
む

か
へ
を
き
て
け
り
。
宋
女
、
今
の
妻
の
許
へ
さ
ま
〴
〵
の
物
を
送
り
、
な

さ
け
を
か
け
ゝ
り
。
し
う
と
め
を
養
ふ
事
弥
ふ
か
く
つ
ゝ
し
み
け
り
。
此

事
世
に
聞
え
て
、
人
の
妻
の
よ
き
に
は
、
先
宋
女
が
た
め
し
を
ぞ
引
け
る
。

公
き
ゝ
哀
び
給
ひ
け
り
。
鮑
蘇
、
志
を
思
知
て
、
終
に
ふ
た
心
な
く
成
に

け
り
。

あ
り
は
て
ぬ
中
ゝ
ぞ
（
三
）

と
今
は
な
り
な
ま
し
う
き
を
も
し
た
ふ
心
な

と
カ

ら
ず
は
（
（
片

）
）

86

と
し
を
へ
て
か
は
ら
ぬ
み
ち
も
あ
は
れ
な
り
う
き
を
う
ら
み
ぬ
心
の
み

か
は
（
平

）
77

【
校
異
】

（
一
）
愈
謹

―
逾
謹
〈
岸
〉

（
二
）〈
跑
〉
蘇
か
妻

―
鮑
蘇
か
妻
〈
岸
〉

鮑

（
三
）
中
ゝ
そ

―
中
と
そ
〈
岸
〉

と
カ

蒙
求
倭
歌
第
六

祝
部
十
首

王
戎
簡
要

裴
楷
清
通

落
下
暦
数
歴
異
本

ジ
ユ

本

于
公
高
門

曹
参
趣
装

陸
凱
貴
盛

ウ春
申
珠
履

王
濬
懸
刀

相
如
題
柱

張
氏
銅
鉤

黄
霸
政
殊
（
一
）

【
校
異
】

（
一
）
政
殊

―
政
珠
〈
岸
〉

王
戎
簡
要
・
裴
楷
清
通
〈
一
・
二
〉

92晋
書

王
戎
簡
要
同

裴
楷
清
通
【
割
注
】

晋
の
文
王
の
時
、
吏
部
郎
闕
あ
り
て
、
此
つ
か
さ
に
お
か
る
べ
き
人
を
鐘

鉄
本

会
に
と
は
る
ゝ
に
、
王
戎
は
簡
要
也
、
裴
楷
は
清
○

也
、
此
ふ
た
り
を
、

通

と
申
せ
り
。
裴
楷
を
も
ち
ゐ
ら
れ
ぬ
。
武
帝
、
位
に
つ
き
て
、
探

二

治

【
傍
記
】

テ

数
策
一

、
得
ヲレ

一
（
一
）

、
お
ほ
や
け
世
を
お
さ
め
給
年
の
多
少
、
々
の
（
二
）

か

こ

ず
に
よ
る
が
ゆ
へ
に
、
一
を
え
た
る
事
を
公
う
れ
へ
給
へ
り
。
群
臣
の
中

に
も
是
を
云
ひ
ら
く
も
の
な
く
し
て
、
各
い
ろ
を
失
へ
り
。
尓
レ

時

侍

中

裴
楷
す
ゝ
み
て
申
云
、
臣
き
け
り
、
天
得
ヲレ

一
以
清
之
、
地
得
レ

一
ヲ

以

寧

、
王
侯
得
レ

一
ヲ

以
貞
ナ
リ

と
申
せ
り
。
此
後
、
お
ほ
や
け
ね
ん
ご
ろ
に

ヤ
ス
シ

悦
給
て
、
裴
楷
が
才
智
の
あ
き
ら
か
な
る
事
を
い
よ
〳
〵
ほ
め
給
へ
り
。

簡
要
は
簡
は
略
也
、
要
は
約
也
。
要

抄

は
約
好
の
形
也
。
清
通
は
、
清

（
マ
マ
）

は
朗
潔
澄
清
也
、
通
は
達
他
也
。
博
ク

覧

二

古
今
ヲ一

、
為
二

通
人
ト一

、
得
レ

ミ
ル
モ
ノ
ヲ
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一
タ
ル

事
ハ
（
三
）

老
子
経
に
あ
り
。
王
弼
注
曰
、
一
ハ

数
ノ

始
メ

、
物
ノ

極
リ

也

。

各
是
レ

一
物
ノ

之
所
以
為
レ

主
也
。
各
以
二

其
一
ヲ一

、
致
二

此
清
寧
ヲ一

貞
也
（
四
）

。

王
戎
、
裴
楷
は
時
の
明
人
也
。
各
智
を
あ
ら
は
し
、
さ
と
り
を
き
は
め
た

り
き
。
王
戎
、
お
さ
な
く
て
成
人
の
智
あ
り
き
。
お
さ
な
き
人
あ
ま
た
つ

れ
て
遊
に
、
道
の
辺
に
す
も
ゝ
の
木
あ
り
。
子
を
む
す
ぶ
こ
と
さ
か
り
な

ミ

り
け
れ
ば
、
我
さ
き
に
と

争

ひ
行
て
、
手
ご
と
に
と
ら
む
と
す
る
に
、

ア
ラ
ソ

王
戎
ひ
と
り
、
苦
き
李
な
る
べ
し
と
云
て
退
け
り
。
人
、
其
故
を
問
に
、

答
て
云
、
こ
の
す
も
ゝ
、
路
の
辺
に
あ
り
。
甘
き
李
な
ら
ば
、
道
行
人
残

ア
マ

す
べ
か
ら
ず
。
さ
か
り
ま
で
人
の
目
た
て
ぬ
に
、
に
が
き
こ
と
を
し
り
ぬ

と
云
り
。
す
も
ゝ
、
王
戎
が
詞
の
ご
と
く
に
ゝ
が
ゝ
り
け
り
。

春
の
い
ろ
は
た
ゞ
ひ
と
し
ほ
の
い
は
ね
松
さ
て
も
と
き
は
の
た
の
も
し

き
か
な
（
（
平

）
）

78

【
割
注
】

私
云
、
王
戎
字
は

濬

沖
瑯
琊
人
也
。
裴
楷
字
は
叔
則
。

シ
ユ
ン

【
傍
記
】

探
リ
テ

レ

策
以
卜
ス二

世
数
ノ

多
少
ヲ一

。
本

【
校
異
】

（
一
）
得
ヲレ

一

―
得
レ

一
ヲ

〈
岸
〉

（
二
）
々
の

―
こ
の
〈
岸
〉

こ

（
三
）
得
レ

一
タ
ル

―
得
タ
ル

レ

一
事
ハ

〈
岸
〉

（
四
）
致
二

此
清
寧
ヲ一

貞
也

―
致
此
清
寧
貞
ヲ一

也
〈
岸
〉

落
下
歴
数
〈
三
五
八
〉

93

前
漢

落
下
歴
数
（
一
）

落
下
閎
、
算
術
に
か
し
こ
か
り
し
人
也
。
ゆ
く
す
ゑ
千
年
の
暦
つ
く
り
て
、

公
に
た
て
ま
つ
れ
り
け
り
。
後
に
、
一
行
阿
闍
梨
そ
し
る
と
こ
ろ
あ
り
け

れ
ば
、
い
づ
れ
に
つ
く
べ
き
ぞ
と
ゝ
は
れ
て
、
か
れ
こ
れ
用
捨
を
定
る
に
、

暦
の
う
ち
に
、
ゆ
く
す
ゑ
に
上
人
い
で
き
た
り
て
、
我
こ
よ
み
を
そ
し
る

こ
と
あ
る
べ
し
と
、
か
ね
て
書
を
け
る
な
り
（
二
）

。
各
目
を
お
ど
ろ
か
し

て
、
つ
ゐ
に
あ
ら
た
め
ら
れ
ず
と
い
へ
り
。

あ
ま
の
川
か
き
な
が
し
け
る
月
な
み
も
ち
よ
を
か
ね
た
る
み
づ
ぐ
き
の

あ
と
（
（
片

）・
（
平

））

88

79

【
校
異
】

（
一
）
歴
数

―
暦
数
〈
岸
〉

（
二
）
書
を
け
る
な
り

―
書
を
け
る
な
り
け
り
〈
岸
〉

于
公
高
門
〈
八
五
〉

94前
漢

于
公
高
門

【
割
注
】

于
公
が
家
の
門
の
破
た
る
を
子
曼
倩
と
も
ろ
と
も
に
つ
く
ろ
ひ
け
り
。
于

【
頭
注
】

公
が
云
、
此
門
を
た
か
く
お
ほ
き
に
し
て
、
駟
馬
高
蓋
い
る
程
に
立
べ
し
。

我
、
政
を
お
さ
む
る
ご
と
に
、
陰
徳
お
ほ
き
が
ゆ
へ
に
、
我
子
孫
か
な
ら

ず
家
を
興
す
べ
し
と
云
へ
り
。
さ
て
お
ほ
き
に
高
く
立
て
け
り
。
其
後
、

父
于
公
は
大
臣
に
な
り
、
子
曼
倩
は
御
史
大
夫
に
な
り
に
け
り
。

わ
が
か
ど
の
い
さ
ら
を
が
は
の
こ
ほ
り
と
け
あ
く
る
ほ
ど
な
く
春
は
き

に
け
り

【
割
注
】

私
云
、
漢
ノ

于
定
国
字
は
曼
倩
也
。

セ
ン
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【
頭
注
】

其
ノ

閭
門
壊
レ

父
老
方
ニ

共
ニ

治
ムレ

之
。

【
校
異
】

ナ
シ

曹
参
趣
装
〈
八
六
〉

95前
漢

曹
参
趣
装

曹
参
は
、
沛
人
也
。
蕭
何
う
せ
て
の
（
一
）

、
す
な
は
ち
み
づ
か
ら
云
、
趣

ち

治
二

行
装
ヲ一

、
わ
れ
ま
さ
に
○

相
た
ら
む
（
二
）

と
云
け
り
。
か
く
て
程
な
く

漢
の
歟

め
さ
れ
て
相
と
な
れ
り
け
り
。

史
記
云
、
趣
治
セ
ヨ
ト

レ

行
ヲ

、
治
行
ハ

、
修
二

治
行
装
ヲ一

。

い
ひ
ち
ら
す
あ
ら
ま
し
ご
と
の
は
な
の
色
を
た
も
と
に
み
つ
る
春
の
あ

け
ぼ
の

【
校
異
】

（
一
）
う
せ
て
の

―
う
〈
け
〉
て
の
〈
岸
〉

ち

せ

（
二
）
ま
さ
に
○

相
た
ら
む

―
ま
さ
に
相
た
ら
む
〈
岸
〉

漢
の
歟

陸
凱
貴
盛
〈
三
一
六
〉

96呉
志

陸
凱
貴
盛

陸
凱
、
字
は
敬
風
、
呉
郡
の
人
、
丞
相
遜
が
族
子
也
（
一
）

。
忠
鯁
に
し
て

大
節
あ
り
。
一
門
と
み
さ
か
へ
て
、
朝
に
つ
か
へ
て
、
皇
恩
に
あ
づ
か
る

人
、
二
相
五
侯
、
将
軍
十
余
人
あ
り
け
り
。
家
の
繁
昌
、
こ
れ
を
う
ら
や

ま
ず
と
云
人
な
し
。
孫
皓
と
云
人
、
是
を
美
て
、
大
に
さ
か
り
な
り
と
云

け
れ
ば
、
陸
凱
が
云
、
君
賢
に
し
て
、
臣
忠
あ
れ
ば
、
国
之
盛
な
り
。
父

慈
あ
て
、
子
孝
あ
れ
ば
、
家
之
盛
な
り
。
今
、
政
荒

人
弊

、
覆
亡
、

ス
サ
ミ

ヲ
ト
ロ
ヘ
テ

是
を
懼
、
臣
何
ゾ

敢
テ

言
ハ
ン

レ

盛
○

也
本
（
二
）

。

オ
う
と
か
ら
ぬ
袖
を
つ
ら
ね
て
く
ら
ゐ
や
ま
い
く
へ
の
峯
を
立
の
ぼ
る
ら

ん
（
平

）
80

【
校
異
】

（
一
）
丞
相
遜
か
族
子
也

―
丞
相
遜
族
か
子
也
〈
岸
〉

（
二
）
臣
何
ソ

敢
テ

言
ハ
ン

レ

盛
○

也

―
臣
何
敢
言

盛
ナ
リ
ト

〈
岸
〉

イ
ハ
ン

春
申
珠
履
〈
三
四
八
〉

97史
記

春
申
珠
履

楚
の
春
申
君
は
、
孝
烈
王
の
相
也
。
趙
の
平
原
君
が
使
、
春
申
君
之
家
に

や
〈
こ
〉
れ
り
（
一
）

。
瑇
瑁
の
か
ん
ざ
し
、
刀
剣
珠
玉
の
か
ざ
り
あ
り
て
、

ど

瑁

我
が
と
思
〈
て
〉
る
（
二
）

気
色
に
て
、
趙
の
国
に
は
か
ゝ
る
と
な
む
楚
国

へ

の
人
に
み
え
ん
と
せ
り
。
于
レ

時
春
申
君
が
家
に
三
千
余
人
の
賓
客
来
り

集
ま
れ
り
。
其
上
客
み
な
、
玉
の
く
つ
を
は
け
り
。
堂
上
の
ひ
か
り
、
問門

前
（
三
）

の
よ
そ
ほ
ひ
、
目
を
お
ど
ろ
か
せ
り
。
平
原
君
が
使
、
是
を
み
て

大
に
は
ぢ
て
、
頭
を
低
た
り
。

た
び
人
の
あ
と
ふ
む
べ
く
も
な
か
り
け
り
玉
を
あ
つ
め
し
く
つ
の
か
よ

ひ
ぢ
（
（
平

））

81

【
校
異
】

（
一
）
や
〈
こ
〉
れ
り

―
や
と
れ
り
〈
岸
〉

と

（
二
）
思
〈
て
〉
る

―
思
へ
る
〈
岸
〉

へ

（
三
）
問
前

―
門
前
〈
岸
〉

門
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王
濬
懸
刀
〈
二
一
三
〉

98晋
書

王
濬
懸
刀

王
濬
、
字
は
彭
祖
（
一
）

と
云
へ
り
。
夢
に
み
つ
の
刀
を
梁
の
上
に
か
け
た

士

治
本

り
。
や
が
て
又
、
一
の
刀
を
益
と
見
て
、
心
に
悪
き
夢
と
お
そ
れ
お
ど
ろ

き
け
り
。
于
時
主
簿
李
毅
（
二
）

あ
は
せ
て
云
、
三
刀
を
州
の
字
と
す
、
一

刀
を
益
州
と
す
（
三
）

。
汝
、
益
州
の
刺
史
に
ぞ
な
ら
む
ず
ら
ん
、
と
あ
は

せ
て
け
り
。
後
に
益
州
の
刺
史
と
な
り
に
け
り
。

は
か
な
く
ぞ
か
た
な
の
は
と
て
あ
や
ぶ
み
し
さ
め
て
う
れ
し
き
夢
の
か

よ
ひ
ぢ
（
平

）
82

【
校
異
】

（
一
）
彭

―
彭
祖
〈
岸
〉

士

（
二
）
李
毅

―
李
牧
〈
岸
〉

（
三
）
一
刀
を
益
州
と
す

―
一
刀
を
益
を
は
益
州
と
す
〈
岸
〉

相
如
題
柱
〈
四
〇
一
〉

99前
漢

相
如
題
柱

司
馬
相
如
は
、
成
都
の
人
也
。
蜀
城
の
北
に
舛
遷
橋
と
い
へ
る
橋
あ
り
。

曻

仙
本

相
如
、
む
か
し
是
を
す
ぎ
け
る
に
、
あ
や
し
く
貧
き
質
を
う
し
と
お
も
ひ

て
、
わ
れ
大
夫
と
し
て
赤
車
駟
馬
に
の
ら
ず
は
、
ま
た
此
橋
を
わ
た
ら
じ

丈
本

と
誓
て
、
柱
に
か
き
つ
け
て
け
り
。
後
に
漢
の
○

相
如
が
才
智
を
美
て

【
頭
注
】

景
帝
歟

武
騎
常
侍
と
す
。
か
さ
ね
て
中
郎
将
に
遷
て
、
使
と
し
て
蜀
郡
に
い
る
に
、

将
軍
本

郡
の
守
、
む
か
へ
に
来
り
。
郡
の
令
、
弓
箭
を
お
ひ
て
前
駆
す
、
郡
の
人
、

こ
れ
を
み
て
目
を
お
ど
ろ
か
し
け
り
。

こ
の
た
び
は
春
の
ひ
か
り
に
あ
ふ
み
ぢ
や
せ
た
の
な
が
橋
ふ
み
も
た
が

へ
ず
（
（
片

）・
（
平

））

94

83

【
頭
注
】

千
六
百
番
歌
合

い
さ
や
さ
は
君
に
あ
は
ず
は
わ
た
ら
じ
と
身
を
宇
治
橋

に
か
き
つ
け
て
み
む
顕
昭

【
校
異
】

ナ
シ

張
氏
銅
鉤
〈
一
〇
二
〉

100三
輔
決
録

張
氏
銅
鉤

張
氏
、
あ
し
た
に
お
き
て
み
れ
ば
、
一
の
鳩
、

承

塵

よ
り
飛
来
て
、

ネ
ズ
ハ
シ
リ
〔
盛
本
〕

几
の
前
に
あ
り
。
此
鳩
、
わ
ざ
は
ひ
を
な
す
べ
く
は
、
承
塵
に
帰
り
ゐ
る

べ
し
、
よ
ろ
こ
び
を
な
す
べ
く
は
、
我
ふ
と
こ
ろ
に
い
れ
、
と
云
て
、
懐

を
あ
け
て
ま
つ
に
、
鳩
す
な
は
ち
飛
入
ぬ
。
懐
を
さ
ぐ
る
に
、
一
の
銅
鉤

を
え
た
り
。
是
を
帯
に
し
て
朝
に
つ
か
ふ
る
に
、
数
郡
の
守
に
い
た
り
、

九
卿
に
列
に
け
り
。
于
レ

時
蜀
客
来
て
、
張
氏
が
許
に
つ
か
ふ
女
を
ま
○ひ

な
ふ
て
（
一
）

、
潜
に
銅
鉤
を
買
と
り
て
帰
に
け
り
。
蜀
客
俄
に
も
の
あ
し

く
な
り
て
、
衰
に
け
り
。
恠
み
お
そ
れ
て
、
銅
鉤
を
張
氏
に
か
へ
し
て
け

り
。
張
氏
七
世
の
孫
ま
で
に
と
み
さ
か
へ
け
り
。

う
れ
し
さ
を
な
ゝ
の
よ
ま
で
ぞ
か
さ
ね
け
る
は
と
ふ
く
秋
の
行
す
ゑ
の

袖
（
（
片

）
・
（
平

）
）

95

84

【
校
異
】

（
一
）
ま
○

な
ふ
て

―
ま
い
な
ふ
て
〈
岸
〉

ひ
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黄
霸
政
殊
〈
三
一
〉

101〈
黄
〉
霸
政
殊
（
一
）

黄

後
漢
の
黄
霸
は
、
潁
川
の
大
守
也
。
仁
風
お
ほ
き
に
お
こ
な
は
れ
て
、
天

下
お
さ
ま
り
、
人
民
た
の
し
び
、
国
に
嘉
禾
お
ひ
、
堺
に
鳳
凰
あ
つ
ま
れ

り
け
り
。

め
づ
ら
し
き
こ
ず
ゑ
の
と
り
ぞ
し
ら
せ
け
る
の
ど
け
き
み
よ
の
春
の
さ

か
ひ
を

【
校
異
】

（
一
）
政
殊

―
政
珠
〈
岸
〉

蒙
求
倭
歌
第
七

羈
旅
部
十
首

袁
宏
泊
渚

博
望
〈
尋
〉
河
（
一
）

郭
文
遊
山

望

子
猷
尋
戴

管
仲
随
馬

李
陵
初
詩

広
徳
従
橋

呂
望
非
熊

郝
廉
留
銭

長
房
縮
地

【
校
異
】

（
一
）
博
望
〈
尋
〉
河

―
博
望
尋
河
〈
岸
〉

望

袁
宏
泊
渚
〈
一
一
二
〉

102晋
書

袁
宏
泊
渚

晋
の
袁
宏
、
字
は
彦
伯
と
云
、
わ
か
く
よ
り
文
道
を
〈
ふ
〉
て
（
一
）

、
名

好

を
え
た
り
き
。
事
に
ふ
れ
て
情
ふ
か
ゝ
り
し
人
也
。
袁
宏
、
海
の
な
ぎ
さ

船
の
と
ま
り
の
物
哀
な
る
に
、
○

ご
ろ

（
二
）

心
を
す
ま
し
け
り
。
時
は

ひ
（
左
：
と
り
歟
）

秋
の
初
な
り
。
更
闌
け
、
夜
閑
に
し
て
、
風
す
ゞ
し
く
月
明
な
る
に
、
遠

タ

漢
の
漂
々
た
る
（
三
）

に
あ
た
り
て
、
長
江
の
眇
々
た
る
を
の
ぞ
め
ば
、
松

の
ひ
ゞ
き
、
浪
の
を
と
、
一
と
し
て
心
を
く
だ
か
ず
と
云
事
な
し
。
き
し

こ
イ

か
た
（
四
）

ゆ
く
す
ゑ
の
事
を
思
ひ
つ
ゞ
け
て
、
時
涙
を
お
さ
へ
（
五
）

、
自
つ

く
れ
る
詠
詩
史
の
（
六
）

詩
を
誦
し
け
り
。
時
に
謝
鎮
西
と
云
琵
琶
ひ
き
、

尚

本

同
じ
渚
に
と
ま
り
あ
へ
り
。
ほ
の
か
に
詩
を
誦
す
る
こ
ゑ
を
聞
に
、
な
に

と
な
く
旅
の
心
あ
く
が
れ
て
、
商
人
船
に
こ
ぎ
ま
た
り
（
七
）

、
近
く
よ
り

わ
イ

て
誰
ぞ
と
と
は
す
る
に
、
袁
宏
と
な
ん
聞
え
け
れ
ば
、
船
を
す
ゝ
め
て
語

ひ
よ
り
て
、
共
に
旅
の
天
の
景
気
の
物
が
な
し
き
に
、
或
は
狂
事
の
（
八
）

往

夢
に
ゝ
た
る
事
を
う
れ
へ
、
或
は
旧
友
の
半
さ
れ
る
事
を
哀
び
つ
ゝ
、
互

に
た
も
と
を
し
ぼ
り
け
り
。
か
く
て
月
西
に
傾
て
、
雲
東
に
あ
け
な
ん
と

す
れ
ば
、
な
く
〳
〵
名
ご
り
を
お
し
み
て
別
さ
り
ぬ

い
か
に
せ
む
お
な
じ
う
き
ね
に
あ
り
明
明
の
（
九
）

月
の
と
も
ぶ
ね
こ
ぎ

わ
か
れ
な
ば
（
（
片

）
）

97

【
校
異
】

（
一
）〈
ふ
〉
て
―
好
て
〈
岸
〉

好

（
二
）
○

こ
ろ

―
ひ
と
り
〈
岸
〉

ひ
（
左
：
と
り
歟
）

（
三
）
漂
々
た
る

―
凛
々
た
る
〈
岸
〉

（
四
）
き
し
か
た

―
き
し
か
た
〈
岸
〉

こ
イ

（
五
）
時
涙
を
お
さ
へ

―
涙
を
ゝ
さ
へ
て
〈
岸
〉

（
六
）
詠
詩
史
の

―
〈
詩
〉
史
の
〈
岸
〉

詠

（
七
）
こ
き
ま
た
り

―
こ
き
ま
た
り
〈
岸
〉

わ
イ

（
八
）
狂
事
の

―
往
事
の
〈
岸
〉

往

（
九
）
あ
り
明
明
の

―
あ
り
明
の
〈
岸
〉
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博
望
尋
河
〈
一
八
〉

103前
漢

博
望
尋
河

漢
の
武
帝
、
張
騫
を
使
と
し
て
、
河
の
み
な
か
み
を
き
は
め
に
遣
し
け
り
。

は
る
か
に
十
万
里
の
波
を
凌
て
牽
牛
国
に
い
た
り
て
、
織
女
つ
め
の

紗

タ
ナ
バ
タ

ウ
ス
モ
ノ

あ
ら
ふ
に
あ
ひ
ぬ
。
織
女
、
あ
や
し
み
問
に
、
漢
帝
の
使
と
し
て
、
河
の

み
な
か
み
を
き
は
め
に
ま
か
で
き
た
る
な
り
と
云
。
織
女
の
云
、
河
の
源

は
き
は
む
べ
き
事
か
た
し
。
是
よ
り
お
く
を
思
は
ゞ
、
汝
が
命
あ
る
べ
か

ら
ず
。
す
み
や
か
に
故
郷
に
帰
て
、
漢
帝
に
み
え
た
て
ま
つ
ら
ん
事
を
お

も
へ
と
云
。
さ
て
一
の
柦

に
（
一
）

の
せ
て
、
一
の
石
を
ぞ
あ
た
え
け
る
。

ウ
キ
ヽ

張
騫
、
是
を
え
て
、
事
な
く
帰
に
け
り
。
漢
帝
、
封
じ
て
博
望
侯
と
す
。

東
方
朔
、
此
石
を
見
て
、
織
女
支
機
石
と
な
ん
云
ひ
け
る
。

あ
ま
の
川
う
き
ゝ
に
あ
へ
る
み
ち
な
く
は
な
を
こ
そ
き
か
め
（
二
）

く
も

ゆ

の
み
な
も
と
（
（
片

）
・
（
平

）
）

98

86

【
校
異
】

（
一
）

柦

に

―
盃

に
〈
岸
〉

ウ
キ
ヽ

ウ
キ
ヽ

（
二
）
き
か
め

―
き
か
め
〈
岸
〉

ゆ

郭
文
遊
山
〈
一
一
一
〉

104晋
書

郭
文
遊
山

晋
の
郭
文
、
字
は
文
挙
と
い
ふ
。
心
を
山
水
景
気
に
（
一
）

そ
め
て
、
人
の

跡
た
え
た
る
山
か
げ
の
木
の
も
と
に
、
か
り
い
ほ
り
を
結
て
、
独
日
数
を

送
て
、
家
ぢ
を
わ
す
れ
て
け
り
。
世
の
ま
じ
は
り
を
こ
の
ま
ず
し
て
、
す

け
る
心
に
身
を
ま
か
せ
つ
ゝ
、
あ
く
が
れ
あ
る
き
け
る
な
り
。
悪
き
獣
、

か
た
は
ら
に
あ
れ
ど
も
、
害
を
な
さ
ず
。

お
く
山
の
花
と
も
み
ぢ
に
あ
く
が
れ
て
み
や
こ
の
う
ち
は
す
む
な
ば
か

り
ぞ
（
（
片

））

99

ま
だ
し
ら
ぬ
山
し
た
水
に
す
み
か
へ
て
家
ぢ
を
旅
の
空
に
な
し
つ
ゝ

【
校
異
】

（
一
）
山
水
景
気
に

―
山
水
の
景
気
に
〈
岸
〉

子
猷
尋
戴
〈
一
七
六
〉

105子
猷
尋
戴

晋
の
王
羲
之
第
四
の
子
（
一
）

王
子
猷
と
戴
安
道
と
は
多
年
の
友
也
。
琴
詩

義
か

酒
の
遊
に
は
席
を
ひ
と
つ
に
し
、
雪
月
花
の
な
が
め
に
は
袖
を
ま
じ
へ
ず

と
云
事
な
し
。
子
猷
、
山
陰
に
籠
居
た
る
に
、
夜
大
に
雪
ふ
れ
り
け
り
。

子
猷
、
ね
む
り
さ
め
て
、
酒
を
酌
て
四
望
す
る
に
、
景
気
皎
然
た
り
。
独

皓
本

心
を
す
ま
し
つ
ゝ
、
左
思
が
招
隠
の
（
二
）

詩
を
詠
じ
て
、
剡
県
の
戴
安
道

を
思
へ
り
。
す
な
は
ち
一
の
小
船
に
さ
ほ
さ
し
て
剡
県
に
赴
く
。
沙
堤
に

雪
し
ろ
く
し
て
、
水
面
に
月
浮
べ
り
。
船
の
中
の
な
が
め
、
浪
の
う
へ
の

あ
は
れ
、
一
と
し
て
こ
ゝ
ろ
を
く
だ
か
ず
と
云
事
な
し
。
あ
く
が
れ
ゆ
く

ほ
ど
に
、
戴
安
道
が
家
の
門
の
辺
に
い
た
り
ぬ
。
五
夜
ま
さ
に
あ
け
な
む

と
し
て
、
万
感
す
で
に
つ
き
に
け
れ
ば
、
む
な
し
く
か
へ
る
を
、
あ
は
で

は
い
か
に
と
問
人
あ
り
け
れ
ば
、
雪
月
の
興
に
乗
て
来
き
。
興
尽
て
か
へ

り
ぬ
。
何
ゾ

必
モ

戴
安
道
に
あ
は
む
と
ぞ
答
へ
け
る
。

な
に
か
ま
た
あ
は
で
か
へ
る
と
お
も
ふ
べ
き
月
と
雪
と
は
と
も
な
ら
ぬ

か
は
（
（
片

）・
（
平

））

100

87

【
校
異
】

（
一
）
王
羲
之
第
四
の
子

―
王
義
か
第
四
の
子
〈
岸
〉

義
か

（
二
）
招
隠
の

―
招
陰
の
〈
岸
〉
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管
仲
随
馬
〈
四
一
三
〉

106

管
仲
随
馬

韓
非
子

管
仲
は
斉
の
桓
公
に
つ
か
へ
て
上

郷
（
一
）

た
り
き
。
桓
公
、
孤
竹
と
云

（
マ
マ
）

所
を
ゆ
く
時
に
、
大
に
雪
ふ
り
て
、
道
に
ま
ど
ひ
に
け
り
。
于
レ

時
管
仲

が
云
、
老
馬
の
智
を
も
ち
ゐ
る
べ
し
と
云
り
。
爰
に
老
馬
を
放
て
、
其
跡

ゆ
カ

を
行
に
、
馬
、
も
と
こ
し
道
を
わ
す
れ
ね
ば
、
遂
に
し
る
べ
と
な
り
に
け

り
。管

仲
、
公
子
竏
（
二
）

が
将
と
し
て
、
戦
に
赴
て
、
桓
公
を
お
い
せ
む
る

糺

に
、
あ
や
う
く
み
え
け
る
を
、
お
び
の
う
ゑ
を
射
て
、
い
つ
は
り
た
す

射

鉤

中

史

記

け
て
け
り
。
桓
公
後
に
管
仲
を
む
か
へ
て
、
政
を
ま
か
せ
て
け
り
。

ま
よ
は
ま
し
ゆ
き
に
家
ぢ
を
ゆ
く
駒
の
し
る

を
し
れ
る
人
な
か
り
せ

べ

ば
（
片

）
101

【
校
異
】

（
一
）
上
郷

―
上
卿
〈
岸
〉

（
二
）
公
子
竏

―
公
子
記
〈
岸
〉

糺

李
陵
初
詩
〈
一
九
〉

107前
漢

李
陵
初
詩

私
云
、
李
陵
は
少

郷

也
（
一
）

（
マ
マ
）

李
陵
、
漢
王
の
御
使
と
し
て
、
胡
国
を
譴
に
赴
く
に
、
五
千
の
兵
を
し
て

セ
メ

十
万
の
ゑ
び
す
に
戦
に
、
節
を
き
は
め
む
と
し
て
、
返
て
ゑ
び
す
に
と
り

籠
ら
れ
て
年
を
つ
め
り
。
ゑ
び
す
の
王
、
禄
を
ほ
ど
こ
し
て
つ
か
は
ん
と

す
れ
ど
も
、
ま
さ
に
不
随
し
て
、
漢
の
節
を
思
へ
り
。
ゑ
び
す
い
か
り
て

ゆ
る
さ
ず
。
は
る
か
に
故
郷
を
隔
て
、
唯
異
類
を
の
み
ぞ
見
け
る
。
于
レ

時
蘇
武
す
で
に
都
へ
帰
る
由
を
き
ゝ
て
、
蘇
武
に
詩
を
送
れ
り
。

携
ヘ
テ

レ

手
ヲ

上
ル
ニ

二

河
梁
ニ一

遊
子
暮
ニ

何
カ

之
リ

脱
六
句
（
二
）

【
頭
注
】

又
云
、
双
鳧
（
三
）

倶
ニ

北
ニ

飛
ビ

丁
鳧
（
四
）

独
リ

南
ニ

朔
ケ
ル
（
五
）

余
自
レ

留

詩
乎

二

新
館
ニ一

子
今
帰
二

故
郷
ニ一

脱
五
句
（
六
）

【
割
注
】

五
言
ノ

詩
、
こ
れ
に
は
じ
ま
れ
り
。

お
な
じ
え
に
む
れ
ゐ
る
か
も
の
あ
は
れ
に
も
か
へ
る
な
み
ぢ
を
と
び
を

く
れ
け
る
（
片

・
平

）

102

89

【
頭
注
】

摧
レ

手
上
ル

河
梁
ニ一

遊
子
暮
ニ

何
ニ
カ

之

徘
二

徊
シ

蹊
路
ノ

間
ニ一

恨
二
ト
シ
テ

不
レ

得

レ

辞
コ
ト
ヲ

晨
風
鳴
ヲ二

北
林
ニ一

燿
燿
東
南
ヲ

飛
ブ

浮
雲
日
ニ

千
里

安
ゾ

知
ン

我
ガ

心

ノ

悲
ミ

武
別
レ

陵
詩
曰
、

双
ノ

鳧
倶
ニ

北
飛
ビ

一
鳧
独
南
翔
ル

子
当
ニレ

留
ル二

斯
ノ

館
ニ一

我
当
レ
○

故
郷
ニ一

一

帰

別
如
二

秦
胡
ノ一

会
見
何
ゾ

渠
央
ナ
ル

愴
恨
切
ニ二

中
懐
ニ一

不
レ

覚
シ
テ

涙
沾
スレ

裳

願

ク
ハ

子
長
努
力
セ
ヨ

言
笑
莫
シ二

相
忘
ル
ヽ
コ
ト

一

【
割
注
】

子
当
レ

留
斯
館
一

我
今
帰
二

故
郷
一

。
異
本

是
ハ
武
之
詩
也
。

【
校
異
】

（
一
）
李
陵
は
少
郷
也

―
李
陵
字
は
少
卿
〈
岸
〉

（
二
）
脱
六
句

―
ナ
シ
〈
岸
〉

（
三
）
双
鳧

―
二
鳧
〈
岸
〉

（
四
）
丁
鳧

―
一
鳧
〈
岸
〉

（
五
）
独
リ

南
ニ

朔
ケ
ル

―
独
南
翔
〈
岸
〉

（
六
）
脱
五
句

―
ナ
シ
〈
岸
〉
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広
徳
従
橋
〈
三
九
七
〉

108前
漢

広
徳
従
橋

後
漢
の
御
史
大
夫
薛
広
徳
（
一
）

、
字
は
長

郷
（
二
）

と
云
、
お
ほ
や
け
廟
を

（
マ
マ
）

ま
つ
ら
む
と
て
い
で
給
に
、
其
道
、
風
波
け
は
し
き
わ
た
り
を
船
に
の
り

給
に
、
広
徳
、
橋
よ
り
わ
た
り
給
へ
と
頻
に
申
お
こ
な
ふ
を
、
王
、
も
ち

ゐ
給
は
ず
。
重
て
諫
申
に
、
猶
き
ゝ
給
は
ず
。
時
に
光
禄
大
夫
張
猛
と
云

人
申
て
云
、
君
聖
な
れ
ば
、
臣
直
し
。
船
に
乗
て
は
危
し
、
橋
に
し
た
ひ

て
は
（
三
）

安
し
。
広
徳
が
申
に

随
ひ
給
べ
し
、
と
云
へ
り
。
理
を
思
知
給
て
、

橋
よ
り
わ
た
り
給
に
け
り
。

波
あ
ら
き
は
ま
な
の
海
を
あ
や
ぶ
み
し
こ
ゝ
ろ
の
は
し
の
あ
さ
か
ら
ぬ

か
な
（
片

・
（
平

）
）

103

90

【
校
異
】

（
一
）
薛
広
徳

―
薩
広
徳
〈
岸
〉

（
二
）
長
郷

―
長
卿
〈
岸
〉

（
三
）
し
た
ひ
て
は

―
し
た
か
ひ
て
は
〈
岸
〉

呂
望
非
熊
〈
四
〉

109六
韜

呂
望
非
熊

周
の
文
王
、
渭
浜
の
畋
に
い
で
む
と
て
、
史
篇
に
卜
せ
ら
る
る
に
、

獲

カ
リ

編
本

ボ
ク

エ
モ
ノ

は
熊
に
も
あ
ら
ず
、
羆
に
も
あ
ら
ず
、
龍
に
も
あ
ら
ず
、
虎
に
も
あ
ら
ず
、

ヒ

天
の
君
に
師
を
お
く
ら
む
ず
る
な
り
と
う
ら
な
へ
り
。
文
王
、
三
日
（
一
）

精
進
潔
斎
し
て
、
渭
浜
に
い
で
ゝ
、
一
人
の
翁
の
釣
す
る
に
あ
ひ
給
ぬ
。

呂
望
と
聞
え
し
人
な
り
け
り
。
文
王
、
こ
れ
を
み
て
、
悦
て
車
の
右
に
の

せ
て
帰
給
て
、
政
を
ま
か
せ
給
け
れ
ば
、
世
す
な
ほ
に
民
や
す
く
な
り
に

け
り
。

非
本
文

呂
望
、
昔
妻
あ
り
。
呂
望
が
貧
き
に
た
へ
ず
し
て
近
去
に
け
り
（
二
）

。

後
に
呂
望
、
斉
の
国
の
君
と
し
て
赴
く
道
に
、
な
き
か
な
し
ぶ
女
あ
り
け

り
。
恠
え
問
に
（
三
）

、
我
は
呂
望
が
妻
た
り
き
。
今
斉
の
君
と
な
れ
る
を

き
く
に
、
心
み
じ
か
か
り
し
事
を
悲
ぶ
な
り
と
云
。
呂
望
、
我
事
と
答
ふ
。

女
か
へ
り
す
ま
ん
事
を
の
ぞ
む
。
呂
望
、
水
を
女
に
く
ま
せ
て
、
土
に
い

窯
乎

れ
て
又
本
の
や
う
に
う
け
よ
と
云
。
水
か
へ
る
事
な
し
。
于
レ

時
云
、
汝
、

恩
愛
つ
き
し
事
、
此
水
の
ご
と
し
と
云
て
す
ぎ
ぬ
。

か
り
く
ら
し
し
ら
ぬ
お
き
な
に
あ
ひ
み
る
も
こ
ゝ
ろ
の
う
ら
の
（
四
）

か

ゞ
み
な
り
け
り
（
（
片

）・
（
平

）
）

104

91

【
校
異
】

（
一
）
三
日

―
七
日
〈
岸
〉

三
イ

（
二
）
近
去
に
け
り

―
逃
去
に
け
り
〈
岸
〉

（
三
）
恠
え
問
に

―
恠
み
問
に
〈
岸
〉

（
四
）
う
ら
の

―
う
ら
の
〈
岸
〉

ち
イ

郝
廉
留
銭
〈
二
四
三
〉

110風
俗
通

郝
廉
留
銭

郝
子
廉
は
る
か
な
る
道
を
ゆ
く
に
、
河
を
わ
た
る
と
て
馬
に
水
を
か
ひ
て

け
り
。
銭
を
水
の
底
に
な
げ
て
す
ぎ
ぬ
。
さ
て
姉
が
家
に
い
た
り
ぬ
。
姉
、

飲
を
ま
と
ら
く
、
遂
に
暗
に
金
を
席
下
に
と
ゞ
め
て
さ
り
ぬ
。
以
下
の
歌
落
了
。

（

マ

マ

）

【
校
異
】

ナ
シ

長
房
縮
地
〈
四
五
〇
〉

111
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後
漢

長
房

縮
地

シ
ュ
ク

神
仙
伝
云
、
費
長
房
、
汝
南
人
、
既
ニ

随
二

壷
公
一

、
壷
の
中
に
い
る
。
公

云
、
長
房
に
仙
道
を
も
て
教
べ
か
ら
ず
○

〈
書
〉
て
（
一
）

、
竹
一
竿
を
こ
れ

と

云

に
あ
た
ふ
。
長
房
、
こ
の
竹
に
乗
て
、
地
を
縮
む
る
事
を
み
て
、
家
に
か

へ
る
。
後
に
こ
の
竹
を
投
ズ二

於
葛
陂
一

。
化
し
て
龍
と
な
り
て
さ
る
。
か
ね

て
一
の
符
を
遺
す
。
こ
れ
に
よ
て
投
地
上
ノ

光
神

（
二
）

、
つ
ゐ
に
能
駆

本
ノ
マ
ヽ

（
左
：
【
傍
記
】
）

二

使
百
鬼
ヲ一

及
ビ

地
詠
を
縮
る
な
り
。

歌
脱
（
三
）

【
傍
記
】

主
二

地
上
鬼
神
ヲ一

【
校
異
】

（
一
）
教
へ
か
ら
す
○

〈
書
〉
て

―
教
へ
か
ら
す
と
云
て
〈
岸
〉

と

云

（
二
）
投
地
上
ノ

光
神

―
投
地
上
光
神
ヲ

〈
岸
〉

本
ノ
マ
ヽ

（
左
：
【
傍
記
】
）

（
三
）
歌
脱

―
ナ
シ
〈
岸
〉

蒙
求
和
歌
第
八

閑
居
部
十
首

范
蠡
泛
湖

於
陵
辞
聘

許
由
一
瓢

ヘ
ン

厳
陵
去
釣

孫
敬
閉
戸

仲
連
蹈
海
脱

テ
ウ

顔
回
簞
瓢
（
一
）

楊
雄
草
玄

蒋
詡
三
径

ク

張
湛
白
馬

【
校
異
】

（
一
）
簞
瓢

―
瓢
簞
〈
岸
〉

范
蠡
泛
湖
〈
二
七
四
〉

112史
記

范
蠡
泛
湖

范
蠡
、
越
王
勾
践
に
仕
て
、
世
の
政
を
行
け
り
。
呉
王
扶
差
と
軍
を
あ
ら
かそ
カ

ふ
（
一
）

ほ
ど
数
十
年
、
心
を
一
に
し
て
会
稽
の
恥
を
雪
て
け
り
。
国
を
さ

づ
く
れ
ど
も
う
け
と
ら
ず
し
て
、
今
は
世
も
お
さ
ま
り
ぬ
と
て
、
閑
に
よ

を
わ
た
ら
む
と
す
る
を
、
勾
践
、
ね
ん
ご
ろ
に
お
し
め
ど
も
、
誣
て
（
二
）

去
ぬ
。
人
を
遣
て
留
れ
ど
も
、
我
き
み
の
た
め
に
忠
ふ
か
ゝ
り
き
。
い
と

ま
を
た
ま
は
ら
ん
を
も
て
報
と
せ
ん
、
と
て
（
三
）

、
遂
に
か
へ
ら
ず
。
湖

云

上
に
船
を
浮
て
、
船
の
中
に
し
て
閑
に
世
を
わ
た
り
て
、
心
の
ま
ゝ
に
あ

そ
び
け
り
。
勾
践
む
か
し
の
忠
の
む
な
し
か
る
べ
き
事
を
う
れ
へ
て
、
会

稽
山
を
賜
ひ
け
り
。
後
に
陶
に
を
こ
な
か
れ
て
（
四
）

朱
公
と
い
へ
り
。
陶

は

は
天
下
の
最
中
な
る
が
ゆ
へ
に
、
あ
き
な
ひ
に
便
あ
り
け
り
。
そ
の
利
、

十
九
年
の
う
ち
に
三
た
び
千
金
を
そ
へ
け
り
。
ふ
た
ゝ
び
は
分
て
貧
き
友
、

し
た
し
き
ゆ
か
り
に
は
（
五
）

あ
た
え
け
る
。
老
子
は
漢
武
帝
の
時
は
東
方

朔
と
い
ひ
、
文
帝
の
時
は
、
河
上
公
と
い
ひ
、
斉
の
時
は
陶
朱
公
と
い
ひ
、

越
の
時
は
范
蠡
と
い
へ
り
。
漢
高
祖
の
時
は
蕭
何
と
い
ひ
、
周
の
時
は
大

公
望
と
い
ひ
、
尭
の
時
は
四
嶽
と
い
ひ
、
黄
帝
の
時
は
風
詔
と
い
ひ
、
伏

羲
の
時
は
勾
亡
と
い
へ
り
。
惣
て
一
万
八
千
歳
を
か
さ
ね
た
り
。

雲
さ
は
ぐ
み
や
こ
の
そ
ら
を
へ
だ
て
き
て
の
ど
か
に
す
め
る
さ
ゞ
な
み

の
月
（
片

）
107

【
校
異
】

（
一
）
あ
ら
か
ふ

―
あ
ら
か
ふ
〈
岸
〉

そ
カ

（
二
）
誣
て

―
強
て
〈
岸
〉

（
三
）
と
て

―
と
云
て
〈
岸
〉

云
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（
四
）
を
こ
な
か
れ
て

―
を
こ
な
か
れ
て
〈
岸
〉

は

（
五
）
ゆ
か
り
に
は

―
ゆ
か
り
に
そ
〈
岸
〉

於
陵
辞
聘
〈
三
一
八
〉

113於
陵
辞
聘

古
列
女
伝

楚
王
、
於
陵
子
が
大
に
賢
な
る
事
を
知
て
、
相
と
せ
む
と
し
て
使
を

遣
て
金
百
鎰
を
送
れ
り
。
さ
て
召
ど
も
金
を
か
へ
し
て
ま
い
ら
ず
と
い
へ

イ
ツ

り
。
陳
仲
子
が
高
士
伝
云
、
於
陵
子
、
も
と
の
名
は
仲
子
、
斉
の
国
の
人

な
り
。
妻
と
共
に
楚
に
ゆ
き
て
於
陵
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
こ
も
り
ゐ
て
、
み

づ
か
ら
於
陵
子
と
い
ふ
。
貧
け
れ
共
卑
く
も
非
義
の
む
さ
ぼ
り
を
も
と
め

ず
。
楚
わ
う
の
（
一
）

賢
な
る
事
を
聞
て
、
相
と
し
て
つ
か
は
ん
と
お
ぼ
し

て
、
金
百
鎰
を
送
り
て
頻
に
召
に

遣

け
れ
ば
、
妻
に
い
ひ
あ
は
せ
け
り
。

ツ
カ
ハ
シ

今
日
相
と
な
り
て
あ
す
駟
を
む
す
び
、
騎
を
つ
ら
ね
て
汝
が
心
を
た
の
し

シ

め
む
と
い
ひ
け
り
。
妻
の
云
く
、
駟
を
む
す
び
、
騎
を
つ
ら
ね
て
た
の
し

ま
ん
と
こ
ろ
、
膝
を
方
丈
に
い
る
ゝ
に
す
ぎ
じ
。

あ
ま

く
す
る
と
こ
ろ

文
本

（
左
：
甘
）

一
肉
（
二
）

に
す
ぎ
じ
。
あ
や
し
き
い
ほ
の
う
ち
に
し
づ
み
て
は
中
〳
〵

○

〈
し
〉
の
し
き
（
三
）

身
な
り
。
進
て
楚
国
に
仕
て
う
れ
へ
を
い
だ
か

（
左
：
た
）

を
だ
イ

【
頭
注
】

ん
事
を
そ
ら
人
は
（
四
）

汝
、
命
を
た
も
つ
べ
し
と
答
け
り
。
於
陵
の
が
る

く

ゝ
か
た
な
き
理
を
い
よ
〳
〵
思
ひ
知
て
、
使
者
に
謝
し
て
金
を
う
け
と
ら

ず
し
て
、
終
に
ま
い
ら
ず
。
妻
と
共
に
猶
山
ふ
か
く
か
く
れ
さ
り
ぬ
と
い

へ
り
。

と
も
す
れ
ば
人
に
と
か
な
じ
（
五
）

み
ち
か
へ
て
な
を
山
ふ
か
く
す
み
ぞ

は

れ

な
し
つ
る
（
（
片

））

108

【
頭
注
】

非
二

与
レ

物
無
ニレ

治ヲ
サ
〳
〵
シ
キ
コ
ト

【
校
異
】

（
一
）
楚
わ
う
の

―
楚
王
そ
の
〈
岸
〉

（
二
）
一
肉

―
一
目
〈
岸
〉

（
三
）〈
し
〉
の
し
き

―
た
の
し
き
〈
岸
〉

を
た
イ

を
た
イ

（
四
）
を
そ
ら
人
は

―
を
そ
ら
く
は
〈
岸
〉

く

（
五
）
と
か
な
し

―
と
は
れ
し
〈
岸
〉

は

れ

許
由
一
瓢
〈
一
四
六
〉

114逸
士
伝

許
由
一
瓢

許
由
は
潁
川
の
人
な
り
。
世
を
う
き
も
の
に
思
ひ
取
て
、
箕
山
に
こ
も
り

て
年
を
送
り
け
り
。
尭
、
許
由
が
賢
を
知
て
、
世
を
譲
ら
む
と
聞
え
け
り
。

許
由
、
う
き
事
き
ゝ
つ
と
い
ひ
て
、
左
の
耳
を
潁
川
の
な
が
れ
に
あ
ら
ひ

け
り
。
時
に
巣
父
、
牛
を
引
て
潁
川
の
流
を
わ
た
り
て
、
水
を
か
は
ん
と

牽

す
る
が
、
許
由
が
耳
を
あ
ら
ふ
を
見
て
、
水
け
が
れ
ぬ
と
い
ひ
て
、
牛
を

ら

曳
て
か
へ
り
に
け
り
。
許
由
、
箕
山
の
松
の
下
の
泉
の
水
を
手
に
汲
て
飲

け
り
。
人
、
こ
れ
を
あ
は
れ
み
て
（
一
）

、
な
り
ひ
さ
ご
を
送
り
け
り
。
許

由
、
水
を
く
み
を
は
り
て
、
梢
に
か
け
て
け
り
。
瓢
、
か
ぜ
の
吹
た
び
に

歴
々
と
し
て
な
り
け
り
。
許
由
、
な
る
こ
ゑ
を
わ
づ
ら
は
し
て
（
二
）

思
て
、

く

打
破
て
捨
に
け
り
。

し
み
づ
く
む
あ
と
た
ゆ
と
し
も
（
三
）

松
か
げ
や
風
に
み
だ
る
ゝ
を
と
は

よ
し
な
し
（
（
片

））

109

【
校
異
】

（
一
）
あ
は
れ
み
て

―
あ
□
れ
み
て
〈
岸
〉

（
二
）
わ
つ
ら
は
し
て

―
わ
つ
ら
は
し
く
〈
岸
〉

く
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（
三
）
た
ゆ
と
し
も

―
た
ゆ
と
て
も
〈
岸
〉

厳
陵
去
釣
〈
五
四
八
〉

115後
漢

厳
陵
去
釣

与
本
注
大
ニ
タ
ガ
フ

後
漢
の
厳
光
、
字
は
子
陵
な
り
。
こ
の
ゆ
へ
に
厳
陵
と
い
ふ
。
昔
光
武
に

つ
と
め
ふ
か
ゝ
り
き
。
光
武
位
に
つ
き
て
後
、
厳
陵
を
わ
す
れ
給
に
け
り
。

厳
陵
世
を
う
ら
み
て
孤
亭
山
に
籠
居
て
、
釣
を
た
れ
て
す
ぎ
け
り
。
光
武
、

三
た
び
め
せ
ど
も
ま
い
ら
ず
。
于
レ

時
天
変
あ
り
。
司
奏
て
云
く
、
旧
臣

あ
り
て
君
を
う
ら
み
た
て
ま
つ
る
事
あ
る
べ
し
、
と
申
け
り
。
帝
、
厳
陵

な
り
と
て
、
猶
度
々
め
せ
ど
も
遂
に
ま
い
ら
ず
。
厳
陵
が
つ
り
せ
し
所
を

厳
陵
瀬
と
い
へ
り
。

さ
り
と
も
と
た
の
み
し
せ
ゞ
を
こ
ぎ
す
て
ゝ
う
ら
み
に
し
づ
む
あ
ま
の

つ
り
船
（
（
片

）
・
（
平

）
）

110

95

【
校
異
】

ナ
シ

孫
敬
閉
戸
〈
一
〇
〉

116楚
国
先
賢
伝

孫
敬
閉
戸

楚
人
孫
敬
、
あ
ざ
な
は
文
宝
、
常
に
戸
を
閉
て
書
を
読
け
り
。
ね
ぶ
た
か

り
け
る
お
り
に
は
、
縄
し
て
く
び
に
結
て
、
梁
の
上
に
懸
て
、
目
を
さ
ま

【
頭
注
】

し
け
り
。
市
に
出
け
れ
ば
、
人
こ
れ
を
見
て
閉
戸
先
生
と
ぞ
い
ひ
け
る
。

後
に
道
に
長
ぜ
り
。
帝
召
ど
も
ま
い
ら
ず
。

と
し
を
へ
て
さ
し
こ
も
り
け
る
ま
き
の
戸
の
う
ち
に
て
ま
ど
の
く
ら
か

ら
ぬ
か
な
（
（
片

））

111

ま
き
の
戸
に
さ
し
こ
も
る
と
は
み
し
か
ど
も
心
に
く
ら
き
道
ぞ
な
か
り

し
（
一
）

（
平

）
96

【
頭
注
】

睡
則
以
レ

縄
繋
レ

頸
ニ

懸
二

之
ヲ

梁
上
ニ一

【
校
異
】

（
一
）
な
か
り
し
て

―
な
か
り
し
イ

〈
岸
〉

く

仲
連
蹈
海
〈
二
七
三
〉

目
録
の
み
・
本
文
な
し

顔
回
簞
瓢
〈
四
三
五
〉

117論
語

顔
回
瓢
簞

此
所
脱
仲
連
蹈
海
章

顔
回
、
家
貧
か
り
け
れ
ど
も
、
文
道
に
心
を
よ
ろ
こ
ば
し
め
け
り
。
一
簞

の
食
、
一
瓢
の
飲
の
み
あ
り
。
よ
そ
に
み
る
だ
に
も
、
た
ゆ
べ
く
も
な
く
、

シ

あ
や
し
き
い
ほ
り
の
す
ま
ひ
を
自
は
愁
と
せ
ず
。
孔
子
そ
の
賢
な
る
事
を

ぞ
常
に
ほ
め
給
け
る
。

簞
は
竹
の
籠
、
飯
い
る
ゝ
器
な
り
。
瓢
は
な
り
ひ
さ
ご
、
水
入
る
器
な

りさ
び
し
さ
を
た
れ
な
げ
く
ら
む
う
き
よ
を
ば
し
づ
み
て
し
物
ぞ
す
む
べ

か
り
け
る
（
（
片

）・
（
平

）
）

113

97

【
校
異
】

ナ
シ
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揚
雄
草
玄
〈
一
一
六
〉

118前
漢

楊
雄
草
玄

楊
雄
、
漢
の
代
の
人
、
子
雲
と
い
ふ
。
文
と
酒
と
を
た
し
な
み
て
し
づ
か

に
世
を
わ
た
り
し
人
な
り
。
庭
の
か
よ
ひ
ぢ
跡
た
え
て
、
門
の
辺
に
人
の

来
事
稀
な
れ
ど
も
、
書
巻
を
ひ
ら
く
時
、
故
人
に
む
か
ふ
が
ご
と
し
。
罇

酒
（
一
）

を
く
む
と
き
に
身
の
愁
な
き
が
ご
と
し
。
後
に
太
玄
経
を
つ
く
り

て
け
り
。
人
来
て
是
を
見
て
お
ほ
や
け
に
申
て
け
り
。
お
ほ
や
け
こ
と
に

も
ち
あ
そ
び
給
ひ
け
り
。

み
づ
ぐ
き
の
あ
と
に
む
か
し
を
み
る
も
猶
や
ど
の
人
め
と
な
ら
ず
や
は

あ
ら
ぬ
（
片

）
114

【
校
異
】

（
一
）
罇
酒

―
〈
蹲
〉
酒
〈
岸
〉

罇

蒋
詡
三
逕
〈
一
四
五
〉

119前
漢

蒋
詡
三
径

ク

蒋
詡
、
性
、
廉
に
し
て
家
の
貧
き
事
を
う
れ
へ
ず
。
世
を
わ
た
る
心
な
く

し
て
、
閑
に
日
を
送
り
け
り
。
羊
仲
・
求
仲
と
云
二
人
の
友
の
み
ぞ
、
お

な
じ
心
に
世
の
交
を
こ
の
ま
ず
し
て
と
も
な
ひ
あ
そ
び
け
る
。
庭
の
辺
に

竹
を
殖
て
、
竹
の
下
に
僅
に
三
の
径
ぞ
あ
り
け
る
。

三
径
と
い
へ
る
は
、
門
の
み
ち
、
井
の
み
ち
、
廁
の
み
ち
な
り
。
又
三

径
は
、
車
・
井
・
廁
の
み
ち
と
も
い
へ
り
。

よ
も
ぎ
ふ
の
露
わ
け
は
ぶ
る
か
よ
ひ
ぢ
は
あ
と
た
え
た
り
と
い
は
ぬ
ば

か
り
ぞ
（
片

・
平

）

115

98

【
校
異
】

ナ
シ

張
湛
白
馬
〈
二
〇
六
〉

120張
湛
白
馬

張
湛
、
後
漢
の
扶
風
の
人
也
。
常
に
白
き
馬
に
乗
け
れ
ば
、
世
の
人
白
馬

先
生
と
ぞ
な
づ
け
ゝ
る
。
お
ほ
や
け
、
心
の
か
し
こ
き
事
を
き
ゝ
給
て
、

司
徒
に
な
さ
れ
し
か
ど
も
、
す
な
ほ
な
ら
ぬ
世
の
ま
つ
り
ご
と
を
か
た
ぶ

き
て
し
た
が
は
ず
。
朝
堂
に
い
た
り
て
し
た
て
ゆ
ば
り
を
し
け
り
。
病
の

を
も
き
よ
し
を
の
ぶ
。
終
に
こ
も
り
ゐ
に
け
り
。

と
り
つ
な
ぐ
人
に
は
あ
ら
で
ふ
る
さ
と
の
野
ば
ら
の
草
に
こ
ま
は
か
く

れ
ぬ
（
片

）
116

【
校
異
】

ナ
シ

蒙
求
和
歌
第
九

懐
旧
部
十
首

王
導
公
忠

東
平
為
善

魏
儲
南
館

華
歆
忤
旨

陳
群
蹙
容

宋
弘
不
諧
（
一
）

シ
ク

劉
阮
天
台

何
武
去
思

季
札
掛
剣

ク
ワ

王
脩
輟
社

子
路
負
米

テ
ツ

【
校
異
】

（
一
）
宋
弘
不
諧

―
宋
弘
不
階
〈
岸
〉

王
導
公
忠
〈
八
〉

121
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晋

王
導
公
忠

【
割
注
】

王
導
、
晋
の
中
宗
に
ち
か
く
な
れ
つ
か
ふ
ま
つ
り
て
、
年
月
を
送
り
む
か

ふ
る
に
随
て
、
御
志
も
ふ
か
く
な
り
ま
さ
り
け
り
。
常
に
一
床
に
召
け
れ

ど
も
堅
く
恐
れ
申
て
、
弥
身
を
つ
ゝ
し
み
○
（
一
）

。
中
宗
か
く
れ
給
て
後
、

け
り

昔
を
し
の
ぶ
あ
ま
り
に
、
な
く
〳
〵
み
さ
ゝ
ぎ
を
拝
す
る
事
、
日
を
か
さ

ね
て
を
こ
た
る
事
な
し
。
古
官

（
二
）

の
み
さ
ゝ
ぎ
を
拝
す
る
事
、
是
よ

百

【
頭
注
】

り
は
じ
ま
れ
り
。

を
く
れ
ゐ
て
し
た
ふ
涙
は
た
め
し
あ
れ
ど
こ
け
の
し
た
ま
で
と
ふ
は
ま

れ
な
り
（
片

）
117

【
割
注
】

私
云
王
導
字
は
茂
弘
ボ

【
頭
注
】

百
官
拝
陵
初

【
校
異
】

（
一
）
つ
ゝ
し
み
○

―
つ
ゝ
し
み
け
り
〈
岸
〉

け
り

（
二
）
古
官

―
百
官
〈
岸
〉

百

【
頭
注
】

東
平
為
善
〈
一
五
九
〉

122後
漢

東
平
為
善

東
平
の
憲
王
、
蒼
は
肅
宗
の
○

弟
也
。
天
、
其
仁
に
く
み
し
、
人
、
其

顕
本

同
母
本

徳
を
あ
を
ぎ
ゝ
。

肅

宗
、
憲
王
蒼
に
あ
ひ
て
、
人
の
家
に
あ
る
に
、

（
左
：
顕
本
）

何
事
を
し
て
か
楽
と
す
る
と
聞
え
け
れ
ば
、

為
レ

善
ヲ

尤
た
の
し
み
と
す

ス
ル
ヲ
ト

と
答
け
り
。
此
事
を
聞
て
嗟
嘆
せ
ず
と
云
事
な
し
。
憲
王
蒼
、
東
平
に
行

て
、
長
安
の
古
郷
を
恋
て
は
か
な
く
な
り
に
け
り
。
其
墓
の
上
の
松
柏
、

西
に
な
む
な
び
き
け
る
。
後
に
古
郷
に
ゆ
き
て
肅
宗
の
云
、
其
人
を
思
て
、

其
里
に
い
た
る
に
、
其
所
は
存
て
、
其
人
は
亡
せ
り
、
と
ぞ
か
な
し
び
給

ひ
け
る
。

む
つ
ご
と
の
な
ご
り
に
夜
は
ゝ
ふ
け
し
か
ど
な
し
と
て
か
へ
る
た
び
は

な
か
り
き
（
片

・
平

）

118

101

【
校
異
】

ナ
シ

魏
儲
南
館
〈
四
八
九
〉

123魏
儲
南
館

魏
の
文
帝
、
儲
君
た
り
し
時
、
朝
歌
の
令
、
呉
質
が
も
と
へ
つ
か
は
す
書

元

域

本

に
云
、
毎
レ

憶
二

昔
日
南
皮
之
遊
一

、
馳
―二

騁
テ

北
場
ニ一

、
旅
―二

食
南
館
ニ一

矣
。

念
本

ソ
ノ
カ
ミ

た
び
人
と
な
り
て
ぞ
み
つ
る
や
へ
ざ
く
ら
は
る
や
む
か
し
の
な
ら
の
ふ

る
さ
と
（
（
片

）
）

119

【
校
異
】

ナ
シ

華
歆
忤
旨
・
陳
群
蹙
容
〈
二
一
一
・
二
一
二
〉

124華
憍
譜
序

華
歆
忤
旨

世
説

陳
群
蹙
容

キ
ン
コ
（
左
：
サ
カ
ウ
）

シ
ク
（
左
：
ウ
レ
ヘ
）

魏
ゆ
づ
り
を
う
く
る
時
、
朝
臣
三
公
以
下
み
な
爵
を
う
く
。
時
に
司
徒
華

歆
字子

魚

、
顔
色

忤

、
尚
書
の
令
陳
群
字長

文

、
蹙
容
あ
り
。
と
も
に
爵
に
す
ゝ

サ
カ
ウ

ま
ず
。
帝
、
御
気
色

と

り
て
（
一
）

、
群
臣
を
召
て
、
朕
、
応
レ

天
ニ

受
クレ

（
左
：
○
）

禅
ヲ一

、
人
々
よ
ろ
こ
び
よ
ろ
こ
べ
り
。
華
歆
と
陳
群
と
、
共
に
よ
ろ
こ
ば
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ざ
る
事
の
ゆ
へ
を
と
は
れ
け
り
。
陳
群
跪
て
申
て
云
、
臣
、
相
国
と
ひ
さ

し
く
事
二

漢
朝
ニ一

、
今
雖
三

欣
ブ
ト

二

聖
化
ヲ一

、
猶
ヲ

義
顕
タ
リ

二

於
色
ニ一

、
を
そ
ら
く
は

君
の
御
心
に
た
が
ふ
ら
ん
事
の
が
れ
が
た
き
由
を
答
申
に
、
帝
、
ふ
た
り

が
ふ
か
き
（
二
）

な
さ
け
を
褒
哀
ビ

給
て
、
弥
を
も
く
し
た
ま
へ
り
。

め
づ
ら
し
き
そ
ら
を
み
る
に
も
か
な
し
き
は
む
か
し
に
か
は
る
春
の
あ

け
ぼ
の
（
片

・
平

）

120

102

【
校
異
】

（
一
）
御
気
色

と

り
て

―
御
気
色
か
は
り
て
〈
岸
〉

（
左
：
○
）

（
二
）
ふ
か
き

―
ふ
る
き
〈
岸
〉

宋
弘
不
諧
〈
二
三
二
〉

125宋
弘
不
諧
（
一
）

後
漢
の
宋
弘
、
明
帝
の
時
に
、
侍
中
と
し
て
仕
へ
け
り
。
容
姿
華
麗
に
し

て
、
な
さ
け
ふ
か
ゝ
り
き
。
于
レ

時
、
帝
の
お
ば
湖
陽
公
主
、
宋
弘
（
二
）

が

胡
本

も
と
よ
り
妻
あ
る
こ
と
を
知
て
、
色
に
は
い
で
ね
ど
も
、
い
か
で
も
と
思

ふ
心
ふ
か
ゝ
り
け
り
。
何
な
る
隙
か
あ
り
け
ん
、
屏
風
の
中
に
ち
か
づ
き

よ
り
て
、
語
て
云
、
富
は
易
ヘレ

交
ヲ

、
貴
し
て
は
易
トレ

妻
ヲ

、
き
こ
え
け
り
。

宋
弘
（
二
）

答
云
、
臣
聞
ク

、
糟
糠
之
妻
を
ば
不
レ

下
レ

堂
ヨ
リ

、
貧
賎
之
友
を
ば

不
レ

可
レ

忘
。
か
く
答
て
去
ぬ
。
公
主
、
宋
弘
を
思
ふ
心
ま
す
〳
〵
深
く
な

り
て
、
と
が
む
ば
か
り
に
な
り
に
け
れ
ば
、
帝
聞
給
て
、
す
ゝ
め
給
へ
ど

も
、
昔
の
情
を
あ
ら
た
め
ま
う
く
思
ひ
と
り
て
、
遂
に
う
け
申
さ
ず
。

ふ
り
に
け
る
ち
ぎ
り
を
い
か
ゞ
わ
す
れ
草
あ
だ
な
る
露
に
む
す
ぼ
ゝ
る

べ
き
（
片

）
121

む
か
し
思
ふ
心
の
み
こ
そ
ま
す
か
ゞ
み
ま
た
は
う
つ
ろ
ふ
か
た
も
な
き

身
に
（
三
）

（
（
平

）
）

103

【
校
異
】

（
一
）
宋
弘
不
諧

―
宋
弘
不
階
〈
岸
〉

（
二
）
宋
弘

―
宗
弘
〈
岸
〉

（
三
）
か
た
も
な
き
身
に

―
か
た
し
な
き
身
そ
〈
岸
〉

劉
阮
天
台
〈
三
四
四
〉

126続
斉
諧
記

劉
阮
天
台

漢
明
帝
の
時
、
剡

県
に
劉
晨
（
一
）

・
阮
肇
と
云
、
ふ
た
り
の
人
あ
り
。

セ
ン

以
冉
反

永
平
十
五
年
に
共
に
薬
を
と
ら
む
た
め
に
、
天
台
山
に
入
に
け
り
。
道
を

ふ
み
た
が
へ
て
、
粮
つ
き
に
け
り
。
山
の
辺
を
望
ば
、
一
本
の
桃
の
木
あ

り
け
り
。
共
に
桃
を
取
て
く
ひ
て
、
力
い
で
き
ぬ
。
谷
に
下
て
、
手
洗
ひ

【
頭
注
】

口
す
ゝ
ぐ
所
に
、
あ
を
な
、
に
ら
の
花
、
山
川
に
流
い
づ
。
又
一
の
さ
か

づ
き
に
、
ご
ま
の
い
ひ
く
だ
け
つ
き
た
る
、
な
が
れ
ゆ
く
を
見
る
に
、
人

里
と
を
か
ら
ず
と
心
え
て
、
水
を
わ
た
り
て
一
里
を
過
て
、
一
山
を
こ
え

て
、
大
な
る
谷
に
出
て
み
れ
ば
、
二
人
の
仙
女
あ
り
。
こ
と
に
ふ
れ
て
た

ぐ
ひ
な
き
さ
ま
な
り
。
仙
女
、
即
、
劉
阮
が
姓
名
を
よ
ぶ
こ
と
、
交
ふ
か

き
（
二
）

も
の
ゝ
ご
と
し
。
よ
ろ
こ
び
て
し
た
が
ひ
ゆ
く
程
に
、
黄
金
珠
玉
（
三
）

を
か
ざ
れ
る
館
の
内
に
入
ぬ
。
左
右
に
つ
ら
な
れ
る
女
、

翠

の
袖
を
な

ミ
ド
リ

ら
べ
て
、
こ
と
〴
〵
く
端
正
也
。
す
べ
て
男
は
一
人
も
な
し
。
初
に
は
ご

ま
の
い
ひ
、
羊
の
ほ
し
じ
ゝ
、
酒
、
桃
十
五
を
す
ゝ
め
（
四
）

、
後
に
は
絃

歌
の
曲
を
施
せ
り
。
耳
に
ふ
る
ゝ
所
、
心
を
う
ご
か
し
、
涙
を
催
さ
ず
と

云
事
な
し
。
か
く
て
日
く
れ
ぬ
れ
ば
、
劉
晨
（
五
）

・
阮
肇
、
ふ
た
り
の
仙

女
と
各
ふ
し
に
け
り
。
情
ふ
か
き
心
ざ
ま
、
た
め
し
な
き
ほ
ど
に
お
ぼ
え

け
り
。
十
五
箇
日
に
も
な
り
ぬ
。
今
は
か
へ
り
な
む
と
い
ふ
を
、
仙
女
し

た
ふ
け
し
き
ね
ん
ご
ろ
に
し
て
、
こ
ゝ
に
来
れ
る
事
、
宿
福
の
招
く
所
あ
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り
て
、
契
を
結
ぶ
事
を
え
た
り
。
何
の
○

（
六
）

所
を
ね
が
ふ
べ
き
ぞ
と
云

楽
む
歟

て
、
強
に
せ
き
と
ゞ
む
れ
ば
、
さ
す
が
に
す
て
が
た
く
覚
て
、
年
な
か

ば
（
マ
マ
）

か
り
に
も
な
り
に
け
り
。
天
気
和
暖
な
る
事
、
二
三
月
の
中
の
ご
と
し
。

百
鳥
か
た
ら
ひ
鳴
て
、
万
木
さ
か
り
に
花
さ
け
り
。
旧
里
を
こ
ふ
る
涙
、

こ
の
時
に
し
て
い
よ
〳
〵
切
な
り
。
す
で
に
か
へ
る
朝
に
臨
て
、
諸
の
仙

女
の
あ
つ
ま
り
て
（
七
）

、
絃
歌
の
曲
を
つ
く
し
て
、
二
人
を
送
る
な
ご
り

か
た
み
に
せ
ん
か
た
な
く
お
ぼ
え
け
り
。
東
の
洞
の
口
よ
り
か
へ
れ
と
教

て
、
な
く
〳
〵
わ
か
れ
さ
り
ぬ
。
さ
て
旧
里
に
か
へ
り
入
ぬ
。
纔
に
半
年

と
思
し
に
、
昔
の
家
、
跡
か
た
も
な
く
、
相
知
れ
る
人
ひ
と
り
も
な
し
。

里
人
こ
れ
を
あ
や
し
め
り
（
八
）

。
七
世
の
孫
の
云
、
伝
聞
、
上
世
の
祖
翁
、

山
に
入
て
後
、
ゆ
き
か
た
を
し
ら
ず
成
に
け
る
と
云
伝
へ
た
る
事
あ
り
。

も
し
其
人
か
、
と
い
へ
り
。
や
ど
ら
む
と
す
る
に
所
な
く
、
か
へ
ら
ん
と

す
る
に
道
な
し
。
于
レ

時
大
康
八
年
也
。

ふ
る
さ
と
は
あ
り
し
に
も
あ
ら
ず
き
し
か
た
に
ま
た
か
へ
る
べ
き
み
ち

は
ゝ
ず
れ
ぬ
平
也
（
九
）

（
片

）
122

【
頭
注
】

望
二

見
ル

蔓
菁
葉
従
レ

山
復
出
ル
ヲ

一

本
文【

校
異
】

（
一
）
晨

―
晟
〈
岸
〉

晨
イ

（
二
）
ふ
か
き

―
ふ
る
き
〈
岸
〉

（
三
）
黄
金
珠
玉

―
黄
金
朱
玉
〈
岸
〉

（
四
）
桃
十
五
を
す
ゝ
め

―
桃
十
五
○

す
ゝ
め
〈
岸
〉

を

（
五
）
劉
晨

―
劉
晟
〈
岸
〉

（
六
）
○

―
ナ
シ
〈
岸
〉

楽
む
歟

（
七
）
仙
女
の
あ
つ
ま
り
て

―
仙
女
あ
つ
ま
り
て
〈
岸
〉

（
八
）
あ
や
し
め
り

―
あ
や
し
へ
り
〈
岸
〉

（
九
）
平
也

―
ナ
シ
〈
岸
〉

何
武
去
思
〈
四
六
六
〉

127前
漢

何
武
去
思

漢
書
云
、
何
武
、
字
は
君
卿
、
蜀
郡
の
人
也
。
事
に
触
て
な
さ
け
ふ
か
ゝ

公
本

り
き
（
一
）

。
好
て
人
を
す
ゝ
め
て
、
人
の
よ
き
事
を
あ
ら
は
さ
ん
と
思
へ

り
。
其
所
を
去
て
後
、
常
に
何
武
が
こ
と
を
思
は
ず
と
い
ふ
人
な
し
。

称
二

人
之
善
ヲ一

欲
レ

除
ン
ト

レ

吏
ヲ

。
先
ヅ

為
テ二

科
例
ヲ一

、
以
防
二

請
託
一

。
其

居
（
左
：
下
）

所

亦
無
二

赫
々
名
一
已
上
イ
本

（
二
）

（
左
：
上
本
）

春
が
す
み
た
ち
わ
か
れ
け
る
や
ま
人
の
こ
ゝ
ろ
の
花
を
お
し
む
ば
か
り

ぞ
（
片

）
123

【
校
異
】

（
一
）
ふ
か
ゝ
り
き

―
ふ
か
〈
き
〉
か
り
き
〈
岸
〉

（
二
）
称
二

人
之
善
ヲ一

欲
レ

除
ン
ト

レ

吏
ヲ

。
先
ツ

為
テ二

科
例
ヲ一

、
以
防
二

請
託
一

。

其

居

所

亦
無
二

赫
々
名
一
已
上
イ
本

―
勉
人
之
善
欲
除
吏
。

（
左
：
下
）
（
左
：
上
本
）

先
為
科
例
、
以
訪
請
記
。
其
居
所
亦
無
赫
々
名
已
上
イ
本

季
札
挂
剣
〈
四
〇
七
〉

128史
記

季
札
掛
剣

呉
の
季
札
、
お
ほ
や
け
の
御
使
と
し
て
隣
国
に
行
け
る
に
、
徐
君
、
季
札

が
剣
を
見
て
心
を
か
け
て
け
り
。
季
札
其
心
を
さ
と
り
て
、
か
へ
つ
て
あ

た
え
ん
と
思
て
ゆ
き
ぬ
。
帰
来
て
、
徐
君
を
た
づ
ぬ
る
に
、
早
く
死
に
け

り
と
い
ふ
。
季
札
、
徐
君
が
塚
に
行
て
、
剣
を
と
き
て
家
樹
（
一
）

の
枝
に
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か
け
て
去
ぬ
。
な
き
跡
ま
で
も
、
思
ふ
す
ぢ
を
た
が
へ
ざ
り
け
る
な
り
。

な
き
あ
と
に
か
く
る
な
さ
け
の
ふ
か
き
を
も
（
二
）

あ
る
よ
を
と
は
ゞ
な

べ
て
な
ら
ま
し

【
校
異
】

（
一
）
家
樹

―
柏
樹
〈
岸
〉

（
二
）
ふ
か
き
を
も

―
ふ
か
き
哉
〈
岸
〉

王
脩
輟
社
〈
二
〇
八
〉

129魏
志

王
脩
輟
社

魏
の
王
脩
、
七
歳
に
な
り
け
る
時
、
母
、
社
・
（
一
）

に
死
に
け
り
。
王
脩
、

日

社
日
を
迎
る
ご
と
に
母
を
恋
つ
ゝ
、
悲
び
痛
み
け
り
。
隣
里
の
人
、
是
を

哀
て
、
社
日
に
彼
跡
を
訪
ひ
け
り
。

里
と
は
廿
五
家
を
い
へ
り
。
社
日
と
は
春
秋
分
、
つ
ち
の
え
の
日
を
い

へ
り
。
燕
は
春
の
社
日
と
（
二
）

来
て
、
秋
の
社
日
に
帰
る
也
。

に

あ
き
か
へ
る
つ
ば
め
も
は
る
は
く
る
物
を
な
が
き
わ
か
れ
ぞ
け
ふ
も
か

な
し
き
（
片

・
平

）

124

106

【
校
異
】

（
一
）
社
・

―
社
日
〈
岸
〉

日

（
二
）
社
日
と

―
社
日
に
〈
岸
〉

に

子
路
負
米
〈
五
八
〉

130家
語

子
路
負
米

私
云
子
路
字
は
仲
由
。
孔
子
の
弟
子
也
。

子
路
と
い
ひ
し
人
、
家
貧
く
し
て
、
父
母
を
養
ふ
こ
ゝ
ろ
ざ
し
あ
さ
か
ら

ず
、
身
づ
か
ら
米
を
負
て
、
百
里
の
道
を
ゆ
き
か
よ
ふ
。
我
身
は
藜
藿
な

ど
を
食
し
て
、
お
や
の
く
ひ
も
の
ゝ
よ
か
ら
ん
事
を
の
み
思
け
り
。
お
や

う
せ
て
後
、
楚
国
に
行
て
官
を
給
り
職
を
か
さ
ね
て
、
家
富
財
豊
に
な
り

ぬ
。
か
く
て
も
お
や
に
み
え
ぬ
事
を
の
み
、
ね
て
も
思
ひ
、
さ
め
て
も
う

れ
へ
け
り
。
衣
の
袖
の
錦
繍
も
、
お
や
な
け
れ
ば
、
誰
に
か
見
へ
む
と
悲

ぶ
。
倉
の
内
の
金
玉
も
、
お
や
な
け
れ
ば
、
誰
た
め
に
か
か
た
ら
ん
、
と

う
れ
へ
、
百
乗
の
車
の
か
ざ
り
か
ひ
な
く
、
千
鍾
の
粟
の
た
く
は
へ
も
よ

し
な
く
お
ぼ
へ
つ
ゝ
、
貧
く
て
お
や
を
養
し
と
き
の
み
恋
し
く
お
ぼ
え
け

る
ま
ゝ
に
、
昔
の
あ
や
し
か
り
し
す
が
た
に
て
、
あ
ふ
ひ
の
み
を
く
ひ
て

の
み
ぞ
す
ぐ
し
け
る
。

論
語
云
、
六
斗
四
升
を
曰
レ

釜
。
十
六
斛
（
一
）

を
為
レ

庚
。
十
六
斛
を
曰

レ

康
。
五
康
（
二
）

を
合
て
為
二

八
十
斛
一

。
又
云
、
釜
十
則
鍾
也
。

一
石
四
斗
也
、
十
六
石
を
康
と
す
。

た
ら
ち
ね
の
み
ぬ
は
心
の
や
み
な
れ
ば
よ
る
の
に
し
き
に
ぬ
る
ゝ
袖
か

な
（
片

・
平

）

125

107

【
校
異
】

（
一
）
斛

―
年
〈
岸
〉

斗

（
二
）
康

―
〈
合
〉〈
岸
〉

康

蒙
求
和
歌

第
十

述
懐
部
廿
首

梁
鴻
五
噫

秉
去
三
惑

屈
原
沢
畔

漁
父
江
浜

陸
玩
無
人

賈
詡
非
次

范
丹
生
塵

孫
晨
藁
席

君
平
売
卜

孔
伋
縕
袍

田
方
簡
傲

郤
詵
一
枝

田
予
倹
素

晏
嬰
脱
粟

叔
敖
陰
徳
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柳
下
直
道

季
布
一
諾

荘
周
畏
犠

伍
倫
十
起

子
罕
辞
宝

朱
家
脱
急

【
校
異
】

ナ
シ

梁
鴻
五
噫
〈
四
六
八
〉

131後
漢

梁
鴻
五
噫

梁
鴻
、
後
漢
の
代
、
扶
風
の
人
也
。
才
覚
世
に
す
ぐ
れ
た
れ
共
、
お
ほ
や

け
も
ち
ゐ
給
は
ね
ば
、
よ
を
う
き
も
の
に
思
乱
て
、
五
の
歎
の
歌
を
つ
く

り
て
霸
陵
山
に
か
き
こ
も
り
に
け
り
。
孟
光
と
い
ふ
心
賢
き
妻
を
身
に
そ

へ
て
、
あ
け
く
れ
は
書
を
誦
し
琴
を
引
て
ぞ
心
を
な
ぐ
さ
め
け
る
。

五
噫
者
、
一
に
は
天
を
恨
み
、
二
に
は
地
を
恨
み
、
三
に
は
人
を
恨
み
、

四
に
は
宿
報
を
恨
み
、
五
に
は
我
身
を
恨
と
い
へ
り
。

五
噫
ノ

事
、
登
彼
北
芒
兮
噫
（
一
）

、
顧
二

視
帝
京
一

兮
噫
（
二
）

、
慕

之

異
本
云

陟
本

覧
本

ナ
シ
（
左
：
○
）

○

未
央
兮

噫
（
三
）

、
宮
室
崔
嵬
タ
リ

兮
噫
（
四
）

、
人
之
劬
労
ス

兮
噫
（
五
）

、
遼
（
六
）

○

○

○

已
上
ナ
シ

遂

於
越
中
也
。

【
傍
記
１
】
（
左
：
【
傍
記
２
】
）

な
げ
き
こ
し
山
の
い
く
へ
の
お
く
の
い
ほ
は
身
の
う
き
ぐ
も
ぞ
と
ざ
し

な
り
け
る
（
（
片

）・
【
下
句
】（
平

）
）

126

108

【
傍
記
１
】

々
○

未
央
兮
噫
本

遂
【
傍
記
２
】

卒
二

於
呉
一

本

【
校
異
】

（
一
）
登
彼
北
芒
兮
噫

―
一
登
彼
此
卭
〈
号
〉
噫
〈
岸
〉

陟
本

兮

（
二
）
顧
二

視
帝
京
一

兮
噫

―
二
顧
視
帝
京
号
噫
〈
岸
〉

覧
本

（
三
）
慕

之
未
央
兮

噫

―
三
慕
之
未
央
号
噫
〈
岸
〉

ナ
シ
（
左
：
○
）

○

○

○

○

已
上
ナ
シ

（
四
）
宮
室
崔
嵬
タ
リ

兮
噫

―
四
宮
室
崔
嵬
号
噫
〈
岸
〉

（
五
）
人
之
劬
労
ス

兮
噫

―
五
人
之
劬
労
号
噫
〈
岸
〉

（
六
）
遼

―
ナ
シ
〈
岸
〉

秉
去
三
惑
〈
一
八
六
〉

132後
漢

秉
去
三
惑

秉
去
、
常
の
詞
に
云
、
わ
れ
三
の
惑
あ
り
。
一
に
は
酒
に
ま
ど
ひ
、
二
に

色
に
ま
ど
ひ
、
三
に
は
財
に
ま
ど
ふ
。
こ
の
三
の
ま
ど
ひ
を
心
の
底
に
う

れ
へ
け
る
な
り
。

ゆ
め
の
よ
を
か
り
の
な
さ
け
に
ほ
だ
さ
れ
て
さ
め
ぬ
は
ゑ
ひ
の
ま
ど
ひ

な
り
け
り
（
片

・
（
平

））

127

109

【
校
異
】

ナ
シ

屈
原
沢
畔
・
漁
父
江
浜
〈
三
〇
九
・
三
一
〇
〉

133史
記

屈
原
沢
畔
同

漁
父
江
浜

楚
屈
原
、
懐
王
に
つ
か
へ
て
三
閭
大
夫
た
り
。
王
、
甚
よ
の
宝
と
し
き
。

同
列
の
大
夫
靳
尚
が
心
に
、
屈
原
が
才
智
す
ぐ
れ
、
賢
慮
の
い
た
れ
る
を

嫉
み
妬
ま
し
く
思
な
り
ぬ
。
さ
ま
〴
〵
の
は
か
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
し
て
王

に
讒
し
け
れ
ば
（
一
）

、
王
、
人
の
詞
に
つ
き
て
過
な
き
屈
原
を
は
な
た
れ
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に
け
り
。
屈
原
、
江
浜
に
遊
て
沢
畔
に
さ
ま
よ
ふ
。
顔
色
お
と
ろ
え
た
る

逝
歟

さ
ま
な
り
。
漁
父
の
江
浜
に
釣
す
る
あ
り
。
屈
原
が
欣
然
と
し
て
み
づ
か

ら
た
の
し
め
る
（
二
）

を
見
て
、
汝
は
三
閭
の
大
夫
に
は
あ
ら
ず
や
。
こ
ゝ

に
こ
ゝ
に
は
（
三
）

な
に
せ
ら
る
ゝ
ぞ
と
問
に
、
屈
原
が
云
、
世
は
皆
濁
れ

り
。
我
ひ
と
り
す
め
り
。
衆
人
皆
酔
え
り
。
我
ひ
と
り
さ
め
た
り
。
こ
の

故
に
、
王
に
は
な
た
れ
た
る
な
り
と
い
へ
り
。
漁
父
云
、
聖
人
は
物
に
凝

滞
せ
ず
。
故
に
世
と
を
し
う
つ
る
。
世
み
な
濁
ら
ば
（
四
）

、
何
に
其
塗
泥
を

【
頭
注
】

掘
て
、
其
浪
を
あ
げ
ざ
る
。
衆
人
み
な
酔
ら
ば
、
何
ぞ
其
糟
を

哺

て

波
本

（
左
：
舗
本
）

其

醨

を

歠

ざ
る
と
。
屈
原
が
云
、
我
き
く
、
新
に
か
し
ら

（
左
：
シ
ル
）

ス
ヽ
ラ
（
左
：
啜
本
）

あ
ら
ふ
も
の
は
必
冠
を
は
じ
て
、
あ
ら
た
に
俗
も
の
は
必
衣
を
ふ
る
ふ
。

浴

い
づ
く
ん
ぞ
、
身
の
よ
く

さ
つ

〳
〵
た
る
を
も
て
、
物
の
汶
々
た
る
を

（
左
：
察
）

〈
か
〉
け
ん
や
（
五
）

と
い
へ
り
。
漁
父
、
悠
尓
と
し
て
（
六
）
○

去
ぬ
（
七
）

。
ふ

う

わ
ら
つ
て
イ

な
ば
た
を
た
ゝ
き
て
歌
て
云
、
滄
浪
の
水
す
め
ら
ば
、
我
纓
を
す
ゝ
ぐ
べ

し
。
滄
浪
の
水
に
ご
ら
ば
、
我
足
を
あ
ら
ふ
べ
し
。
か
く
云
て
さ
り
ぬ
。

共
に
も
の
い
は
ず
な
り
ぬ
。

懐
王
、
秦
に
い
ら
ん
と
す
る
を
、
屈
原
諫
て
云
、
秦
は
虎
狼
の
ご
と
し
。

き
み
行
て
か
へ
る
事
を
え
じ
と
申
を
、
靳
尚
が
讒
に
よ
て
不
用
し
て
、

秦
に
向
て
項
羽
が
た
め
に
ほ
ろ
ぼ
さ
れ
ぬ
。
襄
王
、
位
に
つ
き
て
後
、

靳
尚
が
讒
に
つ
き
て
、

○

屈
原
（
八
）

、
五
月
五
日
に
身
を
な
げ
て
し

【
補
入
】

ぬ
。
世
の
賢
を
も
と
め
ず
、
人
を
し
ら
ざ
る
に
ぞ
な
り
に
け
る
。
後
に
、

妻
の
夢
の
中
に
屈
原
来
て
告
て
云
、
淵
の
中
に
龍
集
て
、
我
食
を
奪
へ

り
。
汝
、
飯
を
五
色
の
糸
し
て
か
ざ
り
て
、
龍
の
形
の
ご
と
く
し
て
、

五
月
五
日
を
む
か
へ
て
淵
に
な
げ
よ
。
龍
は
お
そ
れ
て
さ
り
な
ん
。
我

は
知
て
う
け
ん
と
い
へ
り
。
妻
、
夢
の
告
の
ま
ゝ
に
と
ゝ
の
へ
け
り
。

楚
国
の
人
、
け
ふ
こ
と
に
屈
原
を
ま
つ
れ
り
。
趙
の
襄
王
聞
あ
は
れ
び

て
、
馳
射
を
と
ゝ
の
え
、
一
日
の
宴
を
儲
て
ま
つ
れ
り
。

む
す
ぶ
て
に
に
ご
る
し
づ
く
も
あ
る
物
を
ひ
と
り
す
み
け
る
山
の
井
の

水
（
片

・
平

）

128

110

【
頭
注
】

随
二

其
流
一
本

【
補
入
】

屈
原
を
す
す
め
ら
れ
ざ
り
け
れ
ば
、
し
り
ぞ
き
こ
も
り
に
け
り
。

【
校
異
】

（
一
）
讒
し
け
れ
は

―
讒
し
け
れ

〈
岸
〉

は
歟

（
二
）
た
の
し
め
る

―
た
の
し
へ
る
〈
岸
〉

（
三
）
こ
ゝ
に
こ
ゝ
に
は

―
こ
ゝ
に
は
〈
岸
〉

（
四
）
世
み
な
濁
ら
は
、
何
に
其
塗
泥
を
掘
て
、
其
浪
を
あ
け
さ
る
。
衆

【
頭
注
】

波
本

人
み
な
酔
ら
は
、
何
そ
其
糟
を

―
世
み
な
濁
ら
は
、

○

何
そ
其
糟
を

〈
岸
〉

何
そ
其
塗
泥
を
掘
て
其
浪
を
あ
け
さ
る
。
衆
人
み
な
酔
ら
は

（
五
）〈
か
〉
け
ん
や

―
う
け
ん
や
〈
岸
〉

う

（
六
）
悠
尓
と
し
て

―
〈
條
〉
尓
と
し
て
〈
岸
〉

朕

（
七
）
○

去
ぬ
。

―
去
ぬ
。

○

〈
岸
〉

わ
ら
つ
て
イ

わ
ら
つ
て
イ

（
八
）
讒
に
つ
き
て
、

○

屈
原

―
讒
に
つ
き
て
、
屈
原
を
す
す
め

【
補
入
】

ら
れ
さ
り
け
れ
は
、
し
り
そ
き
こ
も
り
に
け
り
。
屈
原
〈
岸
〉

陸
玩
無
人
〈
四
五
三
〉

134晋
書

陸
玩

無
人

ク
ワ
ン

陸
玩
は
徳
望
人
に
す
ぎ
た
り
け
れ
ど
も
、
身
を
か
ず
な
ら
ず
思
な
し
て
す

ぐ
し
け
り
。
時
に
王
導
、
郗
鑑
、
廋
亮
（
一
）

う
ち
つ
ゞ
き
う
せ
に
け
る
を
、
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世
中
に
大
に
お
し
み
け
り
。
お
ほ
や
け
、
陸
玩
を
召
て
司
空
に
な
さ
れ
に

け
り
。
陸
玩
の
が
れ
申
せ
ど
も
か
な
は
ず
。
人
き
ゝ
つ
ゝ
問
け
れ
ば
、
我

其
器
に
た
ら
ず
し
て
、
す
で
に
三
公
に
つ
ら
な
れ
り
。
天
下
に
人
の
な
き

に
に
た
り
と
痛
み
け
り
。
き
く
人
な
を
陸
玩
ば
か
り
の
人
な
し
と
ぞ
ほ
め

け
る
。

身
の
う
へ
を
な
き
に
な
す
こ
そ
か
へ
り
て
は
な
ご
り
も
た
か
き
こ
ゝ
ろ

な
り
け
れ
（
（
片

））

129

あ
や
に
く
に
冬
ご
も
り
に
し
心
こ
そ
人
に
し
す
ぎ
て
春
を
し
り
け
れ
（
二
）

（
（
平

）
）

111

【
校
異
】

（
一
）
郗
鑑
、
廋
亮

―
郄
鑑
、
庚
亮
〈
岸
〉

（
二
）
春
を
し
り
け
れ

―
春
を
し
り
け
れ
イ

〈
岸
〉

賈
詡
非
次
〈
四
五
四
〉

135魏
志

賈
詡
非
次

賈
詡
は
位
い
や
し
か
り
し
を
、
魏
の
文
帝
の
人
を
こ
し
て
め
し
ぬ
き
て
、

超
也

大
尉
に
う
つ
さ
れ
に
け
り
。
孫
権
こ
れ
を
聞
て
、
人
を
し
ら
ぬ
政
を
あ
ざ

む
き
わ
ら
ひ
け
り
。

く
ら
ゐ
山
み
ち
な
き
み
ち
と
な
り
に
け
り
ふ
も
と
は
み
ね
に
み
ね
は
ふ

も
と
に
（
（
片

）
）

130

【
校
異
】

ナ
シ

范
冉
生
塵
〈
八
九
〉

136

范
丹

生
塵

【
割
注
】

【
傍
記
】

後
漢
の
范
丹
、
家
ま
づ
し
く
し
て
、
甑
の
底
に
は
塵
つ
も
る
ま
で
柴
お
り

く
ぶ
る

営

を
わ
す
れ
、
釜
の
底
の
水
に
は
魚
の
す
だ
く
ま
で
あ
さ
げ
の

イ
ト
ナ
ミ

煙
た
え
は
て
に
け
り
。
ま
こ
と
に
、
心
細
く
な
ん
あ
り
け
る
。

か
き
つ
め
ぬ
こ
の
葉
の
ち
り
は
つ
も
れ
ど
も
や
ど
の
け
ぶ
り
は
た
え
は

て
に
け
り
（
片

）
131

わ
び
人
の
や
ど
の
あ
さ
げ
に
た
つ
煙
た
え
て
し
も
こ
そ
心
ぼ
そ
け
れ

（
平

）
113

【
傍
記
】

或
作
レ

冉ゼ
ン

【
割
注
】

私
云
、
范
丹
、
字
は
史
雲
と
云
。
為
二

莱
蕪
令
一

、
家
貧
也
。
時
人
号
曰
二

長
本

甑
中
ニ

生
一
レ

塵
。

【
校
異
】

ナ
シ

孫
晨
藁
席
〈
四
〇
三
〉

137三
輔
決
録

孫
晨
藁
席

孫
晨
、
家
貧
く
し
て
、
冬
の
月
に
衾
な
か
り
け
り
。
僅
に
藁
一
束
あ
り
け

る
を
、
く
る
れ
ば
ふ
し
て
、
あ
く
れ
ば
か
く
し
を
き
け
り
。

す
み
わ
び
ぬ
わ
ら
屋
の
と
こ
の
さ
む
し
ろ
に
こ
ゝ
ろ
に
も
あ
ら
ず
よ
を

の
こ
し
つ
ゝ
（
（
片

）
）

132
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【
校
異
】

ナ
シ

君
平
売
卜
〈
三
六
六
〉

138君
平
売
卜

厳
君
平
は
蜀
都
の
人
也
。
お
ほ
や
け
、
頻
に
め
せ
ど
も
、
世
を
う
き
物
に

思
と
り
て
つ
か
へ
ず
。
売
ニレ

卜
ヲ

、
城
都
の
市
に
て
日
々
に
百
の
銭
を
取
て
、

肆

を
と
ぢ
て
簾
を
お
ろ
し
て
ぞ
す
み
け
る
。
烏
帽
子
を
い
た
ゞ
き
て
墳

イ
チ
ク
ラ

典
を
た
づ
ね
て
栄
禄
を
も
と
め
ず
。

み
や
こ
よ
り
心
の
う
ら
を
（
一
）

た
の
み
き
て
う
る
ま
の
市
に
身
を
か
く

し
け
る
（
（
片

）
）

133

【
校
異
】

（
一
）
心
の
う
ら
を

―
心
の
〈
そ
〉
ら
を
〈
岸
〉

う

孔
伋
縕
袍
〈
二
九
九
〉

139説
苑

孔
伋
縕
袍

孔
伋
、
家
貧
し
て
縕
袍
お
も
て
や
れ
て
う
ら
な
し
。
十
旬
に
九
た
び
食
し

け
り
。
田
子
方
と
云
人
、
狐
の
白
裘
（
一
）

を
お
く
れ
り
。
孔
伋
が
云
、
我

聞
く
、
人
に
を
く
る
物
を
ば
不
肖
ノ

者
是
を
う
く
。
み
ぞ
に
す
つ
る
が
ご

と
し
。
我
身
は
雖
レ

無
レ

徳
、
あ
へ
て
身
を
ば
溝
と
は
お
も
は
ず
と
云
て
、

終
に
返
し
て
け
り
。

十
旬
は
十
日
也
。
明
王
不
レ

受
二

咫
○

之
玉
一

、
而
愛
二

一
寸
之
旬
ヲ一

、

々

尺

受
イ

間

々

イ

猶
レ

時
也
。

そ
ら
さ
ゆ
る
雲
の
こ
ろ
も
を
あ
ま
つ
か
ぜ
こ
ゝ
ろ
づ
よ
く
も
ふ
き
か
へ

し
け
り
（
（
片

）
）

134

【
校
異
】

（
一
）
狐
の
白
裘

―
狐
白
の
裘
〈
岸
〉

田
方
簡
傲
〈
四
一
八
〉

140史
記

田
方
簡
傲

田
子
方
、
魏
に
ゆ
く
。
魏
太
子
迎
フ二

於
郊
ニ一

。
子
方
、
車
よ
り
お
り
ず
し
て

奢
れ
る
さ
ま
な
る
を
、
太
子
と
が
め
て
云
、
貧
賎
に
し
て
何
以
か

驕
レ

人

オ
ゴ
ル

乎
と
。
子
方
答
云
、
以
二

天
下
一

驕
ト
キ
ハ

レ

人
、
失
二

天
下
ヲ一

、
以
二

富
貴
ヲ一

驕
ト
キ
ハ

レ

人
、
失
二

富
貴
ヲ一

、
唯
貧
賎
に
し
て
可
三

以
テ

驕
レ

人
ニ

。
言
不
レ

従
一

、
行
不
レ

合
、
則
抜
レ

履
適
コ
ソ

二

秦
楚
一

、
安
ゾ

往
而
不
レ

得
二

貧
賎
一

哉
。

援
イ

又
云
、
田
子
方
は
魏
の
文
侯
之
師
也
。
文
王
、
封
二

太
子
ヲ

於
二

中
山
ニ一

、
路

逢
フ二

子
方
ニ一

。
下
レ

車
ヨ
リ

礼
謁
す
。
子
方
、
不
レ

為
レ

礼
を
。
太
子
不
レ

悦

問

曰
、
富
貴
ナ
ル
モ
ノ

者
驕
レ

人
ニ

乎
、
貧
賎
ナ
ル
モ
ノ

者
驕
ルレ

人
乎
（
一
）

。
子
方
曰
、
国

カ

君
と
し
て
人
に
お
ご
れ
ば
、
則
其
国
を
う
し
な
ふ
。
大
支
（
二
）

と
し
て
人

に
お
ご
れ
ば
、
則
其
家
を
失
ふ
。
貧
賎
の
者
は
行
不
レ

合
ハ

、
○

不
ハレ

用

、

言

ず

則

○

安
往
而

不
レ

得
貧
賎
ヲ

乎
。

【
傍
記
】

ザ
ラ
ン

と
が
め
ず
は
こ
ゝ
ろ
の
み
ち
を
し
ら
ま
し
や
ゆ
き
あ
ふ
さ
か
の
関
の
た

び
人
（
（
片

））

135

あ
は
雪
の
世
に
ふ
る
か
ひ
は
な
け
れ
ど
も
身
を
さ
へ
い
か
ゞ
思
す
つ
べ

き
（
（
平

）
）

117

【
傍
記
】

去
テ

之
二

越
楚
一
本

【
校
異
】
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（
一
）
驕
レ

人
乎

―
驕
人
哉
〈
岸
〉

（
二
）
大
支

―
大
夫
〈
岸
〉

郤
詵
一
枝
〈
四
五
〉

141郤
詵
（
一
）

一
枝

【
傍
記
】

晋
の
郤
詵
（
一
）

、
字
は
広
基
、
賢
才
世
に
聞
え
て
、
対
策
天
下
第
一
也
。

武
帝
、
郤
詵
（
一
）

に
、
汝
が
才
の
賢
き
こ
と
い
く
ほ
ど
に
か
（
二
）

思
と
問
給

へ
り
。
郤
詵
（
一
）

申
云
、
臣
、
挙
ラ
レ
テ

二

賢
良
ニ一

、
対
策
為
タ
リ

二

天
下
第
一
一

。
し

か
は
あ
れ
ど
も
、
猶
桂
林
之
一
枝
、
昆
山
之
片
玉
の
ご
と
し
と
申
〈
な
〉

【
頭
注
】

せ

り
（
三
）

。
詞
場
ニ

折
レ

桂
ヲ

、
こ
れ
よ
り
は
じ
ま
れ
り
。

【
頭
注
】

ひ
と
え
だ
の
月
の
か
つ
ら
と
い
ひ
な
せ
ど
よ
に
あ
ま
り
け
る
ひ
か
り
な

り
け
り
（
片

）
136

【
傍
記
】

卻
篩

ゲ
キ【

頭
注
】

折
桂
初

【
校
異
】

（
一
）
郤
詵

―
佶
詵
〈
岸
〉

（
二
）
い
く
ほ
と
に
か

―
い
く
ほ
と
ゝ
か
〈
岸
〉

（
三
）
申
〈
な
〉
り

―
申
せ
り
〈
岸
〉

せ

田
豫
倹
素
〈
四
二
九
〉

142魏
志

田
予
倹
素

并
州
の
剌
史
（
一
）

田
予
、
清
約
素
倹
に
し
て
お
ほ
や
け
被
二

宛
行
一

賞

賜

を

刺

魏
人

ば
、
み
な
将
士
に
わ
か
ち
あ
た
え
け
り
。
身
を
後
に
し
、
人
を
先
に
す
る

心
の
み
ぞ
あ
り
け
る
。

い
に
し
へ
や
わ
が
身
に
ま
さ
る
も
の
な
し
と
お
も
ふ
人
だ
に
あ
り
と
き

ゝ
し
か
（
片

・
（
平

））

137

119

【
校
異
】

（
一
）
剌
史

―
判
事
〈
岸
〉

刺

史

晏
嬰
脱
粟
〈
九
〇
〉

143晏
嬰
脱
粟

【
割
注
】

ゾ
ク

晏
嬰
は
斉
国
の
人
也
。
を
ご
り
を
い
と
ひ
、
賎
を
好
け
り
。
常
に
食
フ二

脱

粟
ノ

飯
ヲ一

。
食
シ
テ

不
レ

重
レ

味
ヲ

也
。
斉
の
景
公
、
晏
嬰
を
使
と
し
て
楚
国
へ

つ
か
は
さ
れ
け
り
。
楚
王
、
晏
嬰
が
智
弁
の
程
を
聞
て
、<

誠>

（
一
）

と
お

試
ミ
ン

ぼ
し
て
、
潜
に
人
を
し
ば
り
て
（
二
）

殿
の
前
に
置
て
、
そ
ら
し
ら
ず
し
て

何
も
の
ぞ
と
人
に
と
は
る
ゝ
に
、
斉
の
国
の
も
の
ゝ
盗
し
た
る
を
召
い
ま

し
め
た
る
な
り
と
申
せ
り
。
楚
王
、
斉
の
国
の
人
は
ぬ
す
み
す
る

事

に

な
ら
ひ
イ

て
あ
る
か
と
晏
嬰
に
問
給
に
、
答
申
て
（
三
）

、
き
み
聞
給
へ
。
江
南
の
橘

淮
イ

の
木
を
江
北
に
う
つ
し
う
ふ
れ
ば
、
其
木
、
枳
束
と
な
れ
り
。
水
土
の
こ

淮
イ

棘
歟

と
な
る
故
也
。
人
も
斉
に
あ
る
時
は
（
四
）

盗
を
せ
ね
ど
も
、
楚
に
来
て
か

く
な
ら
へ
り
。
明
に
知
ぬ
。
土
俗
の
し
か
ら
し
む
る
な
る
べ
し
と
申
せ
り
。

王
及
ビ

左
右
の
人
、
大
に
恥
て
こ
た
ふ
か
た
な
し
。

る
歟

脱
粟
は
纔
に
脱
粟
而
已
、
不
二

精
鑿
一

也
。
説
苑
云
、
晏
子
曰
、
合
升
斗

之
穀
以
満
二

倉
廩
ニ一

、
太
山
之
高
非
二

一
石
一

也
。
累
リ
ニ<

昇>

然
（
五
）

後
ニ

高

卑

也
。
夫
レ

治
二

天
下
一

者
ハ

、
非
レ

用
二

一
士
之
言
一

也
。
晏
子
、
一
日
に
み

た
び
斉
景
公
を
い
さ
め
き
。
景
公
、
や
ま
ひ
重
く
な
り
て
の
こ
ろ
、
晏
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嬰
、
一
日
に
み
た
び
我
を
せ
め
き
。
い
ま
た
れ
か
わ
れ
を
せ
め
む
と
ぞ

心
ぼ
そ
く
き
こ
え
け
る
。

あ
は
づ
の
ゝ
く
さ
ば
が
す
ゑ
に
か
ゝ
り
て
も
露
の
い
の
ち
は
な
が
ら
へ

ぬ
べ
し
（
（
片

）
・
（
平

）
）

138

120

【
割
注
】

私
云
、
晏
嬰
字
は
平
仲
、
斉
の
相
た
り
。

【
校
異
】

（
一
）<

誠>

―
試
ミ
ン

〈
岸
〉

試
ミ
ン

（
二
）
し
は
り
て

―
し
ん
り
て
〈
岸
〉

は

（
三
）
申
て

―
申
て
云
〈
岸
〉

（
四
）
時
は

―
時
に

は
〈
岸
〉

（
五
）<

昇>

然

―
卑
然
〈
岸
〉

卑

叔
敖
陰
徳
〈
一
八
八
〉

144賈
誼
新
書

叔
敖
陰
徳

叔
敖
は
楚
の
相
也
。
乗
二

桟
車
牝
馬
ニ一

、
冬
は
羊
裘
を
き
、
夏
は
葛
衣
を
き

て
、
事
に
ふ
れ
て
倹
約
を
好
し
人
也
。
い
と
け
な
か
り
し
時
、
遊
に
出
て
、

両
頭
あ
る
蛇
を
見
て
、
殺
て
ふ
か
く
埋
て
け
り
。
か
へ
り
て
母
に
向
て
な

き
ゐ
た
る
を
、
母
お
ど
ろ
き
（
一
）

問
に
、
け
ふ
両
頭
の
く
ち
な
は
を
見
つ
。

是
を
み
た
る
（
二
）

も
の
は
即
し
ぬ
と
云
事
を
き
け
り
と
い
ひ
○

。
さ
て
、

け
り

其
蛇
を
ば
い
か
ゞ
し
つ
る
と
問
ば
、後
の
人
の
み
て
死
む
事
を
お
し
み
て
、

殺
て
ふ
か
く
う
づ
み
つ
と
云
け
り
。
母
の
云
、
汝
は
さ
ら
に
死
べ
か
ら
ず
。

後
の
人
の
皆
し
な
ん
事
を
お
そ
れ
て
、
ふ
か
く
う
づ
み
つ
れ
ば
、
す
で
に

陰
徳
あ
り
。
夫
陰
徳
あ
れ
ば
必
陽
報
あ
り
。
徳
は
不
祥
に
か
ち
、
仁
は
百

禍
を
の
ぞ
く
。
天
は
高
に
ゐ
て

卑

を
き
く
と
い
へ
れ
ば
な
り
。
其
後
、

ヒ
キ
ヽ

叔
敖
、
楚
の
令
尹
と
な
り
ぬ
。

こ
ゝ
ろ
あ
り
て
ふ
り
た
る
ゆ
き
の
う
づ
ま
ず
は
野
べ
の
を
ど
ろ
や
あ
や

ぶ
ま
れ
ま
し
（
（
片

）
）

139

【
校
異
】

（
一
）
お
と
ろ
き

―
お
と
ろ
〈
岸
〉

（
二
）
み
た
る

―
み
る
〈
岸
〉

柳
下
直
道
〈
一
八
七
〉

145論
語

柳
下
直
道

柳
下
恵
、
字
は
展
禽
、
家
に
柳
あ
り
。
身
に
恵
徳
あ
り
。
こ
の
故
に
柳
下

恵
と
は
名
づ
け
ゝ
り
。
魯
の
典
獄
官
と
し
て
、
道
を
な
ほ
う
し
て
（
一
）

仕

ふ
る
に
、
群
邪
、
こ
れ
が
す
な
ほ
な
る
を
に
く
む
ゆ
へ
に
、
み
た
び
し
り

ぞ
け
ら
れ
に
け
り
。
或
人
、
魯
の
国
を
ば
さ
る
べ
か
ら
ず
や
と
問
け
れ
ば
、

世
皆
邪
也
。
道
を
直
し
て
人
に
つ
か
へ
ば
、
い
た
ら
む
所
の
国
い
づ
く
に

し
て
か
み
た
び
し
り
ぞ
け
ら
れ
ざ
ら
ん
。
身
を
ま
げ
て
人
に
つ
か
へ
ま
し

か
ば
、
魯
に
あ
り
て
し
り
ぞ
け
ら
れ
ざ
ら
ま
し
。
何
ぞ
必
し
も
父
母
の
所

居
（
二
）

の
国
を
さ
ら
む
や
と
ぞ
答
へ
け
る
。

か
ひ
な
し
や
人
も
す
さ
め
ぬ
や
な
ぎ
か
げ
こ
ゝ
ろ
ひ
と
つ
の
み
ち
は
あ

れ
ど
も
（
片

）
140

あ
き
ら
け
き
心
の
み
ち
も
か
へ
り
て
は
く
ら
き
に
ま
よ
ふ
う
き
世
と
ぞ

み
る
（
平

）
122

【
校
異
】

（
一
）
な
ほ
う
し
て

―
な
ほ
く
し
て
〈
岸
〉
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（
二
）
所
居

―
所
〈
其
〉〈
岸
〉

居

季
布
一
諾
〈
一
〇
九
〉

146前
漢

季
布
一
諾

季
布
将
軍
は
楚
人
也
。
一
言
の
信
を
変
ず
る
心
な
か
り
き
。
そ
の
か
み

窘
タ
シ
ナ

二

漢
祖
ヲ一

、
々
々
、
天
下
を
と
り
て
う
ら
み
を
の
こ
し
け
れ
ど
も
、
季
布
へ

つ
ら
ひ
し
た
が
ふ
心
な
く
し
て
、
属
二

朱
家
ニ一

、
か
く
れ
ゐ
に
け
り
。
後
に

思
ひ
ゆ
る
し
て
、
為
シ
テ

レ

郎
、
は
な
は
だ
を
も
く
せ
ら
れ
け
り
。
時
の
人
の

諺
に
云
、

得

二

黄
金
百
鎰
ヲ一

、
不
ジレ

如
二

季
布
ガ

一
諾
ニ
ハ

一

。

エ
ン
ヨ
リ
ハ

た
の
も
し
な
う
つ
ろ
ふ
よ
ゝ
に
う
つ
ろ
は
ぬ
お
な
じ
と
き
は
の
ま
つ
の

こ
ゝ
ろ
は
（
片

）
141

【
校
異
】

ナ
シ

荘
周
畏
犠
〈
四
〇
〉

147荘
子

荘
周
畏
犠

荘
周
（
一
）

は
楚
人
、
天
下
に
す
ぐ
れ
た
る
賢
者
也
。
楚
王
、
使
を
つ
か
は

し
相
と
せ
ん
と
被
レ

仰
け
れ
ば
、
荘
周
（
一
）

、
使
に
あ
ひ
て
云
、
○

犠
牲
を

汝

み
ず
や
。
始
め
は
繒
綵
を
き
ず
、
葭
芻
を
飼
へ
ど
も
、
終
に
は
ひ
き
て
太

【
頭
注
】

廟
に
入
て
、
孤

犢
（
二
）

と
な
り
ぬ
。
我
犠
牲
の
た
め
し
に
な
ら
じ
と
云
て
、

深
く
こ
も
り
ゐ
に
け
り
。

荘
周
（
一
）

は
夢
の
中
に
胡
蝶
と
な
り
し
人
也
。

と
き
を
ま
つ
お
な
じ
ひ
つ
じ
の
身
と
な
り
て
お
も
は
ぬ
か
た
に
あ
ゆ
む

べ
き
か
は
（
（
片

））

142

【
頭
注
】

本
文

及
ビ

其
牽
テ

而
入
ル
ニ

二

大
廟
ニ一

、
雖
ド
モ

レ

欲
レ

為
ル
コ
ト
ヲ

二

孤
犢
一

、
其
可
ン
ヤ

レ

得
乎
。

【
校
異
】

（
一
）
荘
周

―
庄
周
〈
岸
〉

（
二
）
孤

犢

―
几
犢
〈
岸
〉

伍
倫
十
起
〈
五
四
〇
〉

148後
漢

伍
倫
十
起

後
漢
の
第
五
倫
、
字
は
伯
魚
と
い
ふ
。
あ
る
人
問
云
、
君
ニ

有
リ
ヤ

レ

私

否

哉

と
問
。
予
云
、
我

兄

の
子
あ
り
き
。
昔
病
せ
し
時
、
一
夜
に
十
た
び
お

コ
ノ
カ
ミ

き
て
見
と
ぶ
ら
ひ
て
、
退
き
帰
て
則
安
て
（
一
）

ゐ
ね
ら
れ
き
。
我
子
、
病

す
る
時
、
行
て
み
ず
と
い
へ
ど
も
、
よ
も
す
が
ら
ね
ら
れ
ず
し
て
歎
あ
か

す
。
是
を
も
て
こ
れ
を
は
か
る
に
、
私
な
し
と
い
は
ん
や
と
答
へ
け
り
。

お
き
ふ
し
て
と
か
へ
り
人
を
と
ふ
よ
り
も
こ
を
思
ふ
こ
と
は
や
す
む
ま

ぞ
な
き
（
（
片

）
）

143

【
校
異
】

（
一
）
安
て

―
安
く
〈
岸
〉

子
罕
辞
宝
〈
一
五
八
〉

149左
伝

子
罕
辞
宝

宋
人
、
ひ
と
つ
の
玉
を
も
ち
て
子
罕
に
あ
た
え
け
り
。
子
罕
う
け
ず
し
て

云
、
我
、
汝
が
玉
を
と
ら
ば
、
汝
が
宝
も
う
せ
な
ん
。
わ
れ
人
の
物
を
む
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さ
ぼ
ら
ぬ
を
宝
と
せ
し
心
も
む
な
し
く
な
り
な
ば
、
汝
も
我
も
宝
う
せ
た

る
が
ご
と
し
と
云
て
、
玉
を
か
へ
し
て
け
り
。

よ
せ
く
れ
ば
な
み
に
か
へ
し
て
い
せ
の
海
の
き
よ
き
な
ぎ
さ
に
玉
も
と

ま
ら
ず
（
片

）
144

【
校
異
】

ナ
シ

朱
家
脱
急
〈
三
三
四
〉

150前
漢

朱
家
脱
急

魯
の
朱
家
は
高
祖
の
時
の
人
也
。
魯
の
人
、
悉
に
交
り
む
つ
び
け
り
。
朱

家
、
世
に
仕
へ
て
事
を
行
に
、
と
が
あ
る
も
の
を
か
く
し
い
け
た
る
事
、

何
百
人
と
い
ふ
事
を
し
ら
ず
。
人
の
あ
や
ま
ち
を
た
す
け
は
ぐ
ゝ
む
心
、

を
の
が
身
の
事
よ
り
も
ふ
か
ゝ
り
け
り
。
季
布
将
軍
が
あ
や
う
か
り
し
を

ば
た
す
け
し
か
ど
も
、
富
貴
の
後
は
と
は
ず
ぞ
あ
り
け
る
。
関
よ
り
東
の

併
（
一
）

、
く
び
を
の
べ
て
是
に
ま
じ
は
ら
む
事
を
こ
ひ
ね
が
ひ
け
り
。

人
供
歟こ

を
お
も
ふ
お
や
に
も
す
ぎ
て
ふ
か
ゝ
り
き
し
る
も
し
ら
ぬ
も
す
て
ぬ

な
さ
け
は
（
片

）
145

【
校
異
】

（
一
）
併

―
人
併
〈
岸
〉

人
供
歟

［
附
記
］

本
翻
刻
は
、
二
〇
一
二
年
度
大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
特
別

研
究
費
（
Ⅱ
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
原
本
閲
覧
・
翻
刻
掲
載
の
許
可
を
賜
っ

た
山
口
県
立
山
口
図
書
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
人
形
寺
英
利
子
氏

に
は
校
正
の
過
程
で
多
大
な
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
附
記
し
、
深
謝
申
し
上
げ
る
。

（
あ
お

あ
す
か
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｒ
Ｐ
Ｄ
）

（
こ
や
ま

じ
ゅ
ん
こ
・
天
理
大
学
文
学
部
准
教
授
）

（
た
け
し
ま

か
ず
き
・
立
命
館
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）

（
つ
た

き
よ
ゆ
き
・
大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

（
な
か
し
ま

ま
り
・
洛
星
中
学
校
非
常
勤
講
師
）

（
は
ま
な
か

ゆ
う
こ
・
京
都
学
園
大
学
人
間
文
化
学
部
非
常
勤
講
師
）

（
も
り
た

た
か
ゆ
き
・
南
山
大
学
人
文
学
部
講
師
）

（
や
ま
な
か

の
ぶ
ゆ
き
・
本
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）


